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▲盛岡市立高校のダイナミックな演技を披露

▲小学校５・６年生によるフープの華麗な演技！

2月号の主な内容
やる気応援情報掲示板特大号⑤
小中学校ごみ分別大作戦
叙勲受賞者紹介
平成19年度成人式
「ほっと♨きゃっするパス」を忘れずに！
4月から後期高齢者医療制度がスタート
まちかどズームイン
市民文芸・市内イベント掲示板
マイサークル・国際コーナー
くらし百科
２月のごみ収集日
市内施設のイベント情報
しろいし・フレッシュマーケットだよりほか
教育のひろば
各種募集
子育て情報
健康のひろば
お知らせほか
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　12月23日、ホワイトキューブで開館10周年
記念の「新体操教室発表会」が開催されました。
　開館と同時に始まった「新体操教室」には、
現在80名ほどの小中学生が在籍。各大会で個人
や団体とも素晴らしい成績を残しています。
　発表会では、各大会で入賞した選手たちの演
技が披露されたほか、青森山田高等学校をはじ
め東北地区の新体操の名門校３校が出演し、発
表会に花を添えました。

日ごろの練習の成果を発表!!
ホワイトキューブ10周年記念
「新体操教室発表会」

▲本市出身者が４名いる青森山田高校の演技

▲聖和学園高校の素晴らしい演技
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■
白
石
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
育
成
支
援

（
や
る
気
応
援
）
事
業
補
助
金

●
対
象
団
体

次
の
す
べ
て
の
項
目
に
該
当
す
る
団
体

①
営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体

②
恒
常
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
貢
献
が

期
待
で
き
る
団
体

③
お
お
む
ね
３
年
以
内
に
組
織
さ
れ
た
団
体

④
お
お
む
ね
５
人
以
上
で
組
織
さ
れ
た
小
規

模
な
団
体

⑤
上
部
組
織
の
傘
下
に
な
い
団
体

●
補
助
金
額　

10
万
円
以
内
（
対
象
事
業
費

の
２
分
の
１
以
内
）

●
補
助
期
間　

原
則
３
年
間

●
対
象
事
業
例

①
地
域
行
事
の
た
め
の
太
鼓
や
法
被
の
購
入

②
道
路
沿
い
に
植
栽
す
る
種
苗
や
肥
料
の
購
入

③
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
の
購
入

■
や
る
気
応
援
備
品
貸
出
事
業

　

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
団
体
や
自
治
会

な
ど
を
支
援
す
る
た
め
、
備
品
を
無
料
で
貸

し
出
し
ま
す
。

●
対
象
団
体

①
や
る
気
隊
名
簿
に
登
録
し
て
い
る
団
体

②
自
治
会

③
社
会
教
育
団
体

④
市
と
協
働
で
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
団
体

●
申
し
込
み
方
法　

使
用
す
る
10
日
前
ま
で

に
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
貸
出
期

間
は
原
則
５
日
以
内
で
す
。

■
や
る
気
隊
の
名
簿
登
録

　

や
る
気
隊
と
は
、
自
分
た
ち
の
特
性
を
活い

か
し
て
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
ほ
か
の
地
域
や

団
体
の
事
業
に
も
協
力
で
き
る
「
や
る
気
」
の
あ
る
団
体
で
す
。

　

ぜ
ひ
「
や
る
気
隊
」
と
し
て
名
簿
へ
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
や
る
気
応
援
隊
出
動

　

や
る
気
隊
の
活
動
を
は
じ
め
、
市
民
の
や

る
気
を
広
報
し
ろ
い
し
「
や
る
気
応
援
情
報

掲
示
板
」
な
ど
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
や
る
気
、
ま
た
は
周
り
で
見
掛

け
た
小
さ
な
や
る
気
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

や
る
気
応
援
隊
が
駆
け
付
け
ま
す
。

●
や
る
気
応
援
隊
が
行
く
【
第
６
回
】

　
「
南
町
地
域
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」

　

南
町
地
域
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
は
８
班
体

制
で
、
自
分
た
ち
の
地
区
に
限
ら
ず
、
白
石

第
二
小
学
校
の
児
童
の
通
学
路
周
辺
も
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
班
内
で
調
整
し
、

下
校
時
間
帯
の
巡
回
の
ほ
か
、
土
曜
日
や
日

曜
日
、
祝
日
で
も
パ
ト
ロ
ー
ル
を
欠
か
さ
な

い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
の
前
で
は
、
児
童
が
笑
顔
で
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
に
あ
い
さ
つ
し
て
い
ま
し
た
。
雨
の

日
や
雪
の
日
も
毎
日
続
け
て
い
る
こ
と
か

ら
、
学
校
は
も
と
よ
り
地
域
か
ら
も
感
謝
さ

れ
て
い
ま
す
。

■
自
治
宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　
（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
宝
く

じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
、
自
治

会
な
ど
が
行
う
お
祭
り
や
文
化
学
習
活
動
な

ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
自
治
宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

事
業
の
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

は
、
市
内
で
８
団
体
、
総
額
１
、６
０
０
万

円
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
事
業
に
よ
り
鷹
巣
自
治
会
で
は
、
も
ち

つ
き
セ
ッ
ト
、
コ
ン
ロ
セ
ッ
ト
、
ス
テ
ン
レ

ス
ジ
ャ
ー
な
ど
を
購
入
し
て
い
ま
す
。

や
る
気
応
援
歌
１

■鷹巣自治会
　白二小６年　武田奈緒子さん
「宝くじありがとう」

や
る
気
応
援
情
報
掲
示
板
特
大
号
⑤

フ
レ
ー
！
フ
レ
ー
！
や
る
気

フ
レ
ー
！
フ
レ
ー
！
や
る
気
!!!!

や
る
気
応
援
歌
で
「
や
る
気
」
を
応
援
し
ま
す
！

や
る
気
応
援
歌
で
「
や
る
気
」
を
応
援
し
ま
す
！

問
生
涯
学
習
課
（
愛
称
：
や
る
気
応
援
隊
）　

0
２
２
―
１
３
２
７

や
る
気
応
援
歌
２

や
る
気
応
援
歌
３

や
る
気
応
援
歌
４

や
る
気
応
援
歌
５

　今年で４回目のもち
つき大会には、毎年欠
かさず行っているので
今年も行きたいなぁと
思っています。今年は
新しい臼ときねで、すごく楽しみにしてい
ます。年下の子どもや、おじいさん、おば
あさんたちと交流ができて、すごくいい活
動だと思っています。

■小原南中ソーラン愛好会
　高橋　秀子さん

　やる気隊の名簿に登録したことで、
生涯学習課や市内の方 よ々り、イベン
トへの出演依頼がありました。地域と
のかかわりを大切にしたいと思います
し、私たち自身が心身共にリフレッシュ
できました。
　素朴が息づく白石がますます魅力あ
る住み良い故

ふる

郷
さと

になることを願いなが
ら、協力させていただいています。

※やる気隊に協力を依頼したい方は、
やる気応援隊（生涯学習課）まで
ご相談ください。

　本市では、地域づくりを支援する「やる気応援事業」を実施しています。

　やる気応援隊（生涯学習課）は、５つの応援歌（やる気応援事業）で、地域づくりに貢

献する「やる気」のある団体（やる気隊、自治会などのコミュニティ団体）を応援します。

▲補助金審査会・やる気に応えるため熱心に審査

▲昔・むかしを伝える会が例年開催している「豆まき大会」。やる気応援隊も鬼にふんして出動！（平成19年２月、すまｉ
い

るひろば）

▲貸し出し備品の数々

▲毎日、子どもたちを見守っています！

備　　品　　名 数量
ワイヤレスアンプ ２組
デジタルカメラ ２台
写真専用プリンター １台
ビデオカメラ １台
ビデオカメラ専用レコーダー １台
ワンタッチテント ５張
トランシーバー ３台
イベント用テーブル ５脚
パイプイス 10脚
ポータブルＤＶＤプレーヤー １台

●貸し出し備品一覧表

団　体　名 助成額

鷹巣自治会 180万円

短ケ町自治会 250万円

南町自治会 110万円

大鷹沢子ども太鼓の会 230万円

白石市自治会連合会 250万円

上原自治会 250万円

山根自治会 140万円

白石市 190万円

●助成金額の団体ごとの内訳

No. や　る　気　隊 や　る　気　活　動

1 大鷹沢子ども太鼓の会 地元祭り、催し物での和太鼓の披露

2 小原南中ソーラン愛好会 地元祭り、催し物でのよさこい踊り披露

3 白石薬師堂ホタルの里を守る会 ｢ホタルの里｣づくり活動

4 仙南グリーンレンジャー 南蔵王山ろくでの植林活動

5 よさこい走乱白石城 地元祭り、催し物でのよさこい踊り披露

6 NEWさくら会 国道や市道沿いでの植栽活動

7 和太鼓倶
く

楽
ら

部
ぶ

螢
ほたる

地元祭り、催し物での和太鼓の披露

8 たかのすはっぴ会 地元祭り、催し物の企画運営

9 南町地域防犯パトロール隊 白石第二小学校周辺の防犯パトロール

10 福岡「和」の会 福岡地区や福祉施設での訪問演奏（南米楽器）

11 ボランティアグループ「武家｣ 催し物などの開催、福祉施設への支援

12 越河平フラワー会 県道沿いの植栽活動

13 羽山祭典実行委員会 地域行事の開催

14 昔・むかしを伝える会 すまi
い

るひろばや壽
す

丸
まる

屋敷で伝統行事の開催
15 塩倉祭りの会 地元祭り、催し物の企画運営

16 景綱会 地元祭り、催し物の企画運営と和太鼓の披露

17 蔵
くら

富
ふ

人
と

地元祭り、催し物の企画運営

18 若葉琴の会 福祉施設などでの訪問演奏（大正琴）

19 ウォークベンチャーズ 催し物などでのバンド演奏

20 上郡山スマイルサポーター 国道沿いで清掃や緑化活動、花壇の管理

21 白石エイサー演舞会 催し物でのエイサー（沖縄の踊り）の披露

22 着
き

楽
らく

塾
じゅく

和服の良さを伝える催し物の企画運営

23 心の休暇村 催し物などの開催、自然環境づくり

●やる気隊名簿（平成19年12月現在）
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春の叙勲
旭日双光章

　昭和39年に白石繁華街通り商店街振興
組合理事に就任以来、同組合理事長、宮城
県商店街振興組合連合会副理事長の要職
を務め、商店街の発展と地域経済の振興の
ためご尽力されました。

島本　昭
てる

雄
お
 氏

【中小企業振興功労】（長町）

春の叙勲
瑞宝双光章

　昭和24年に宮村立宮中学校教諭となられて以
来、宮城県立拓

たく

桃
とう

養護学校長・船岡養護学校長
などの要職を歴任し、39年の永きにわたり奉職さ
れ、学校教育の充実発展にご尽力されました。定
年退職後は、白石市教育委員長、宮城県肢体不
自由児協会長などの要職を務められています。

佐藤　　尚
たかし
 氏

【教育功労】（西益岡町）

秋の叙勲
旭日双光章

　昭和38年より通算５期20年の永きにわた
り、白石市議会議員として、市勢の発展と住
民福祉向上のためご尽力されました。
　また、昭和54年５月からの４年間は、白石
市外二町組合議会議長の要職を務められ
ています。

宍戸　敏雄 氏
【地方自治功労】（東町）

秋の叙勲
瑞宝単光章

　昭和31年に白石市消防団員を拝命以来、
39年の永きにわたり消防団員としてご活躍
されました。
　この間、副分団長、分団長、副団長の要職
を歴任され、団員の育成と市民の生命、財産
の保全のためご尽力されました。

小室　元一 氏
【消防功労】（斎川）

秋の叙勲
瑞宝単光章

　昭和49年に白石市民生委員児童委員に就
任されて以来、33年の永きにわたり奉職されま
した。この間、福岡地区民生委員児童委員協
議会総務、白石市民生委員児童委員協議会
副会長などの要職を務め、社会福祉の向上と
児童の健全育成のためご尽力されました。

酒井　寛治 氏
【社会福祉功労】（福岡蔵本）

秋の危険業務従事者叙勲
瑞宝単光章

　昭和39年に陸上自衛隊に入隊以来、36
年の永きにわたり奉職されました。
　この間、船岡駐屯地において、国民の安全
と国土の保全、防衛のためご尽力されまし
た。

大宮　忠雄 氏
【防衛功労】（福岡長袋）

秋の叙勲
藍綬褒章

　昭和46年に白石市消防団員を拝命以来、
36年の永きにわたり消防団員としてご活躍
されています。
　この間、副分団長、分団長、副団長の要職
を歴任され、団員の育成と市民の生命、財産
の保全のためご尽力されました。

安藤　佳生 氏
【消防功績】（越河五賀）

秋の叙勲
藍綬褒章

　昭和59年に保護司を拝命以来、23年の永
きにわたり犯罪や非行に陥った人の更生支
援と、犯罪のない社会づくりの啓もうに尽力
されています。
　この間、白石地区保護司会長、宮城県保護司
会連合会理事などの要職を務められています。

大野　雄吾 氏
【更生保護功績】（白川犬卒都婆）

●
白
川
小
学
校　

全
校
児
童
で
行
う
ク

リ
ー
ン
作
戦
で
は
、
通
学
路
や
学
校
周

辺
の
ご
み
拾
い
と
分
別
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
児
童
が
協
力

し
、
資
源
ご
み
を
回
収
し
た
り
、
リ
サ

イ
ク
ル
を
学
ぶ
た
め
仙
南
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
た
り
し
ま
し
た
。

●
白
石
第
一
小
学
校　

総
合
的
な
学
習

で
「
環
境
」
を
テ
ー
マ
に
、
ご
み
処
理

場
見
学
を
行
い
、
分
別
回
収
と
そ
の
後

の
リ
サ
イ
ク
ル
の
仕
組
み
に
つ
い
て
学

習
し
ま
し
た
。
ま
た
、
家
庭
か
ら
出
る

ア
ル
ミ
缶
回
収
運
動
で
の
収
益
で
車
い

す
を
寄
付
し
、
分
別
意
識
の
習
慣
化
に

つ
な
げ
て
い
ま
す
。

●
白
石
第
二
小
学
校　

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
児
童

が
一
緒
に
行
っ
た
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
で

は
、
ポ
イ
捨
て
ご
み
の
量
の
多
さ
に
驚

く
と
と
も
に
、
ご
み
の
出
な
い
社
会
を

い
か
に
築
い
て
い
く
か
を
考
え
る
機
会

と
な
り
、
分
別
の
大
切
さ
と
ポ
イ
捨
て

を
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

●
越
河
小
学
校　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
廃
品
回
収

活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
家
庭
で
の

ご
み
分
別
を
経
験
す
る
と
と
も
に
、
ご

み
分
別
の
仕
方
や
大
切
さ
を
学
び
ま
し

た
。
資
源
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
の
意

識
を
高
め
る
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー

ク
に
つ
い
て
も
学
習
し
て
い
ま
す
。

●
大
平
小
学
校　

学
校
周
辺
の
清
掃
活

動
を
行
い
、
奉
仕
の
気
持
ち
や
ご
み
分

別
へ
の
関
心
・
知
識
を
高
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ア
ル
ミ
缶
プ
ル
タ
ブ
回
収
活

動
の
収
益
で
、
車
い
す
な
ど
を
寄
付
し

て
い
ま
す
。
１
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上

を
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
小
原
小
学
校　

縦
割
り
清
掃
活
動

「
チ
ー
ム
清
掃
」
で
は
、
学
校
周
辺
の

ご
み
拾
い
や
分
別
、
バ
ス
停
清
掃
を
行

い
ま
し
た
。
５
年
生
の
授
業
で
は
、
リ

サ
イ
ク
ル
・
リ
ュ
ー
ス
・
リ
デ
ュ
ー
ス

に
つ
い
て
も
学
習
し
ま
し
た
。

●
大
鷹
沢
小
学
校　

ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
分
別
コ
ー
ナ
ー
利
用
を
通
し

て
、
ご
み
分
別
の
大
切
さ
や
、
社
会
の

中
で
は
分
別
は
当
た
り
前
の
こ
と
だ
と

学
び
ま
し
た
。
買
い
物
体
験
で
は
マ
イ

バ
ッ
ク
を
持
参
し
、
資
源
を
無
駄
に
し

な
い
取
り
組
み
を
実
践
し
ま
し
た
。

●
斎
川
小
学
校　

ク
リ
ー
ン
活
動
で
は

地
域
内
の
ご
み
回
収
と
分
別
を
行
っ
た

ほ
か
、
生
活
の
中
か
ら
出
る
ご
み
の
処

理
と
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
大
切
さ
を
学
ぶ

た
め
、
角
田
衛
生
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し

ま
し
た
。

●
福
岡
小
学
校　
「
生
き
物
と
環
境
」

に
つ
い
て
の
学
習
で
は
、
ご
み
を
分
別

す
る
こ
と
で
無
駄
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
抑

制
し
、
二
酸
化
炭
素
を
減
少
さ
せ
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
周
辺

の
ご
み
拾
い
を
行
い
、
分
別
と
環
境
保

全
の
大
切
さ
を
理
解
し
ま
し
た
。

●
深
谷
小
学
校  

ク
リ
ー
ン
活
動
で

は
、
地
域
を
愛
し
環
境
を
守
る
心
や
、

奉
仕
の
精
神
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
、

通
学
路
や
学
校
周
辺
の
ご
み
拾
い
と
分

別
を
行
い
ま
し
た
。

●
白
石
中
学
校　

全
校
生
徒
で
益
岡
公

園
や
緑
地
公
園
、
学
校
周
辺
の
道
路
な

ど
を
清
掃
し
、
ご
み
の
分
別
ま
で
し
っ

か
り
行
い
ま
し
た
。

●
南
中
学
校　

ク
リ
ー
ン
作
戦
で
は
、

国
道
４
号
の
ご
み
拾
い
や
越
河
駅
の
清

掃
活
動
を
行
い
、
ご
み
分
別
の
意
義
と

仕
方
を
学
習
し
ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒

会
を
中
心
に
ご
み
の
分
別
を
放
送
で
呼

び
掛
け
て
い
ま
す
。

●
福
岡
中
学
校　

生
徒
会
が
中
心
と
な

り
、ご
み
資
源
の
大
切
さ
を
呼
び
掛
け
、

文
化
祭
で
出
た
ご
み
を
全
校
生
徒
一
丸

と
な
っ
て
き
れ
い
に
分
別
し
ま
し
た
。

●
小
原
中
学
校　
「
文
化
祭
」
の
後
片

付
け
で
は
ご
み
の
分
別
に
つ
い
て
、
ま

た
、「
総
合
的
な
学
習
」
で
取
り
組
ん

で
い
る
そ
ば
作
り
で
は
、
生
ご
み
な
ど

の
出
し
方
に
つ
い
て
、
実
践
を
通
し
て

ご
み
分
別
を
学
習
し
ま
し
た
。

●
東
中
学
校　

全
校
生
徒
が
通
学
路
の

清
掃
と
ご
み
分
別
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
市
発
行
の
「
ご
み
の
分
別
・
出
し

方
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
参
考
に
、
ご
み

の
分
別
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

●
白
川
中
学
校　

美
化
活
動
で
は
、
全

学
年
が
Ｊ
Ｒ
北
白
川
駅
や
学
校
周
辺
、

高
田
川
沿
い
の
ご
み
拾
い
と
分
別
を
行

い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
こ
の
よ
う
な
取
り
組

み
が
家
庭
へ
地
域
へ
と
広
が
り
、
持
続

可
能
な
社
会
形
成
へ
向
け
て
、
一
人
ひ

と
り
の
意
識
や
行
動
を
考
え
る
き
っ
か

け
と
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
本

市
の
環
境
保
全
の
た
め
に
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
生
活
環
境
課　

0
２
２
―
１
３
１
４

次代を担う子どもたちが
環境への取り組みを実践
～市内一斉小中学校ごみ分別学習作戦～

　市内小中学校では、子どもたちの環境・道徳意識を高めるため環境教育に取り組んでいます。児童・生徒たちは、環境に関する授
業や清掃活動、ごみ分別といった取り組みの中で、資源の大切さやごみに対するモラルなどを学習しています。今月号では、これら
の取り組みの総称「市内一斉小中学校ごみ分別学習作戦」の活動の一部をご紹介します。

平成19年晴れの叙勲平成19年晴れの叙勲
～受章おめでとうございます～～受章おめでとうございます～

　平成19年春・秋の叙勲、危険業務従事者叙勲、褒章で、各分野における功労者として10名の方が晴れの受章の栄
に浴されました。１月７日にパレスリゾート白石蔵王で開催された「新春を寿

ことほ

ぐ市民の集い」において、受章され
た方々の栄誉をたたえ、約450人の参加者が受章を祝いました。

▲１月７日に開催された「新春を寿
ことほ

ぐ市民の集い」

秋の叙勲
黄綬褒章

　昭和25年に家業に従事され、57年間の永
きにわたり地域経済の振興に努められてい
ます。
　さらに、宮城県卸売酒販組合副会長、東
北卸売酒販組合理事などの要職を務めら
れ、酒販業界の発展にご尽力されました。

菊池　隆吉 氏
【業務精励】（亘理町）

秋の叙勲
旭日単光章

　昭和52年に白石地区郵便切手売
うり

捌
さばき

組合
長となられて以来、宮城県郵便切手販売協
会副会長、東北郵便切手販売協会監事など
の要職を務められました。
　郵便切手の販売を通して、地域住民の生
活向上のためご尽力されました。

菅野　市太郎 氏
【郵便事業振興功労】（本町）

▲仙南リサイクルセンターを見学す
る白川小の児童たち

しろい
し
　
エ

コ　プロ
ジ
ェ
ク

ト
　

▲スーパーマーケットの分別コーナーでの
体験学習を行う大鷹沢小の児童たち

▲地域内を清掃する斎川小の児童たち

▲回収したごみの分別を行う白川中の
生徒たち
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本
市
で
は
、
70
歳
以
上
の
方
に
「
ほ

っ
と
♨
き
ゃ
っ
す
る
パ
ス
」を
交
付
し
、

薬
師
の
湯
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー
（
福
岡

蔵
本
）
で
の
日
帰
り
入
浴
や
、
市
民
バ

ス
を
無
料
で
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
、
薬
師
の
湯
に
パ
ス
を

持
参
す
る
の
を
忘
れ
た
方
は
、
住
所
や

氏
名
を
記
入
し
て
無
料
で
利
用
で
き
ま

し
た
が
、
パ
ス
提
示
に
よ
る
助
成
制
度

の
徹
底
を
図
る
た
め
、
４
月
１
日
か
ら

「
パ
ス
を
持
参
し
た
方
の
み
助
成
す
る
」

こ
と
と
し
、
持
参
さ
れ
な
い
方
は
料
金

（
４
０
０
円
）
を
支
払
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
利
用
者
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
パ
ス
を
紛
失
し
た
方
に
は
、

実
費
で
再
交
付
し
て
い
ま
す
（
市
庁
舎

１
階
の
市
民
課
や
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
内
の
長
寿
課
で
は
１
０
０
円
で
即
日

交
付
、
薬
師
の
湯
で
は
２
０
０
円
で
郵

送
交
付
。
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）。

問
長
寿
課
高
齢
福
祉
係

　

0
２
２
―
１
３
６
１

■
社
会
福
祉
法
人
白
石
ひ
ま
わ
り
か
ら

の
お
知
ら
せ

〜
薬
師
の
湯
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー
の

 

利
用
料
金
を
改
定
し
ま
す
〜

　

薬
師
の
湯
で
は
、
国
な
ど
の
指
導
に

基
づ
き
、
事
業
に
必
要
な
最
低
限
度
の

経
費
を
基
準
と
し
て
利
用
料
金
を
設
定

し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
昨
今
の
燃
料
費
や
食
材
料

費
の
高
騰
な
ど
に
伴
い
、
や
む
を
得
ず

４
月
１
日
か
ら
宿
泊
料
金
を
３
０
０
円

か
ら
千
円
の
幅
で
値
上
げ
し
、
年
齢
区

分
も
変
更
す
る
な
ど
、
料
金
体
系
を
改

定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
ま
た
、
併
せ
て
混
雑
解
消

の
た
め
、
日
帰
り
入
浴
を
昼
夜
２
部
制

に
改
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
今
月
号
の
広
報
紙
と
一

緒
に
配
布
し
ま
し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。今
後
も
皆
さ
ま
の
健
康
増
進
・

保
養
の
拠
点
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
努
め
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
変
更
後
の
入
浴
時
間

昼
の
部
：
10
時
30
分
〜
16
時

夜
の
部
：
18
時
〜
20
時

※
大
広
間
使
用
時
間
は
10
時
（
個
室
は

10
時
30
分
）
〜
14
時
30
分
。
そ
れ
以

降
は
入
浴
の
み
と
な
り
ま
す
。

問
社
会
福
祉
法
人
白
石
ひ
ま
わ
り

　

薬
師
の
湯
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー

0
４
８
―
４よ

１い

２ふ

６ろ

・
４
８
―
１い

１い

２ふ

６ろ

　

現
在
の
老
人
保
健
制
度
は
、
平
成
20

年
４
月
か
ら
新
し
い
「
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
」
に
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴

い
、75
歳
以
上
の
方
や
、一
定
の
障
害
の

あ
る
65
歳
以
上
の
方
は
、
現
在
加
入
中

の
国
民
健
康
保
険
や
社
会
保
険
な
ど
か

ら
脱
退
し
、
独
立
し
た
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
対
象
者
（
被
保
険
者
）
に
つ
い
て

　

75
歳
以
上
の
方
お
よ
び
一
定
の
障
害

が
あ
る
65
歳
か
ら
74
歳
の
方
が
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
と
な
り

ま
す
。

●
医
療
機
関
窓
口
で
の
自
己
負
担
額

　

老
人
保
健
制
度
と
同
様
、
医
療
費
の

１
割
（
現
役
な
み
所
得
の
方
は
３
割
）

を
患
者
本
人
が
負
担
し
ま
す
。

●
保
険
料
額
に
つ
い
て

　

県
全
体
で
必
要
と
な
る
医
療
給
付
費

を
賄
え
る
よ
う
、
そ
の
１
割
を
被
保
険

者
全
員
で
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
年
額
保
険
料
は
、
左
表
の
「
①
所

得
割
」
と
「
②
均
等
割
」
の
合
計
額
と

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
限
度
額
は
50
万

円
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
20
・
21

年
度
の
２
年
単
位
で
財
政
運
営
を
行
う

た
め
、
２
年
間
同
じ
保
険
料
率
に
な
り

ま
す
。
被
保
険
者
の
方
に
は
、
制
度
が

始
ま
る
４
月
以
降
、
保
険
料
額
の
通
知

書
を
税
務
課
か
ら
発
送
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
所
得
額
に
よ
っ
て
は
軽
減
制

度
が
あ
る
ほ
か
、
社
会
保
険
な
ど
の
被

扶
養
者
の
方
に
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
経
過
措
置
（
減
額
）
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
に
該
当
す
る
方
に
は
、

減
額
後
の
保
険
料
で
通
知
し
ま
す
の

で
、申
請
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

●
保
険
料
の
納
付
方
法
に
つ
い
て

　

保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
原
則
と
し

て
年
金
か
ら
の
天
引
き
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
年
金
額
が
年
額
18
万
円
未

満
の
方
や
、
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
を
合
わ
せ
た
額
が
年
金

額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
方
な
ど
に
つ

い
て
は
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
は
行
わ

れ
ず
、
納
付
書
や
口
座
振
り
替
え
な
ど

に
よ
り
、
市
に
個
別
に
納
付
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

●
老
人
保
健
制
度
で
障
害
認
定
を
受
け

て
い
る
方
へ

　

65
歳
か
ら
74
歳
の
方
で
一
定
の
障
害

が
あ
り
、
現
在
、
老
人
保
健
制
度
の
受

給
者
と
な
っ
て
い
る
方
は
、
平
成
20
年

４
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
と
な
り
、
保
険
料
を
負
担
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

は
加
入
せ
ず
、
現
在
ご
加
入
の
国
民
健

康
保
険
や
、
社
会
保
険
な
ど
に
引
き
続

き
加
入
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
該
当

者
の
方
に
は
、
２
月
中
に
申
請
書
を
郵

送
し
ま
す
の
で
、
新
制
度
へ
の
加
入
を

希
望
し
な
い
方
の
み
、
３
月
31
日
ま
で

（
必
着
）
健
康
セ
ン
タ
ー
１
階
の
健
康

推
進
課
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
以
外
の
方
は
、
自
動
的
に
加
入
手

続
き
が
行
わ
れ
ま
す
。

●
被
保
険
者
証
の
送
付
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
独
自
の
被
保

険
者
証
が
、
被
保
険
者
一
人
に
つ
き
１

枚
交
付
さ
れ
ま
す
。
３
月
中
に
、
健
康

推
進
課
か
ら
郵
送
ま
た
は
直
接
お
渡
し

し
ま
す
。
今
ま
で
使
用
し
て
い
た
国
民

健
康
保
険
や
社
会
保
険
な
ど
の
被
保
険

者
証
は
使
え
な
く
な
り
ま
す
。
国
民
健

康
保
険
加
入
者
の
方
は
健
康
推
進
課
、

社
会
保
険
な
ど
、
そ
れ
以
外
の
保
険
に

加
入
し
て
い
る
方
は
各
保
険
者
に
そ
れ

ぞ
れ
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

70歳以上の市民の皆さまへ
薬師の湯をご利用の際は

「ほっと♨きゃっするパス」
を忘れずに！

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

▲鮮やかな晴れ姿で式典に出席する新成人の皆さん。今後のご活躍が期待されます。

▲お礼のことばを述べる実行委員
長の佐藤真紀さん（左）と副実行
委員長の村形慎太郎さん（右）

▲今年は、和太鼓グループ「幻創」の演奏に新成人の
皆さんが参加

▲式典では、新成人たちに記念品としてオリジナル図
書カードが贈られました。

▲成人式の企画運営に携わった実行委員の皆さん

▲司会進行を務めた実行委員
の鈴木史人さん（左）と渡邉
かおりさん（右） ▲集まったお金をＮＰＯ法人白石うぐいす会

の樫山施設長に手渡す佐藤実行委員長

　１月13日、中央公民館で平成19年度の成人式が開催され、会場は晴れ着や真新しいスーツに身を包んだ若者たちの笑顔で
いっぱいになりました。本年度新たに成人を迎えたのは、昭和62年４月２日から昭和63年４月１日までに生まれた445名の皆
さん。式典では、風間市長をはじめとする来賓の方々が新成人の代表者に記念品を贈りました。式典後のアトラクションでは、今
年も和太鼓グループ「幻創」が力強い演奏を披露。20歳の門出を祝ったほか、「大人として社会に貢献したい」という新成人自ら
の意志として募金が行われ、集まったお金は社会福祉活動に役立ててほしいと、ＮＰＯ法人白石うぐいす会に贈られました。

成人式

■年額保険料

区分 計算方法

①所得割
　（応能割）

（前年中の総所得金額等
－33万円）×7.14%

②均等割
　（応益割）

被保険者1人当たり年額
38,760円

賦課限度額 50万円

※県内均一の保険料となります。

４月から後期高齢者４月から後期高齢者
医療制度がスタート医療制度がスタート
しますします
●運営主体　宮城県後期高齢者医療広域連合
　　　　　　0022-266-1026
●制度についてのお問い合わせ先
　健康推進課老人保健係　022-1362
●保険料についてのお問い合わせ先
　税務課国民健康保険税係　022-1313

祝成人！  20歳輝く明日へ！祝成人！  20歳輝く明日へ！

平成19年度

成人式



つ
ち
の
え
ね

風
間
市
長
の

風
間
市
長
の

風
間
市
長
の

「 

戊
子 

」
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ま・ち・か・ど IN！ 皆さんからのすてきな情報を待ってます！

　

今
年
は
「
子ね

年ど
し

」
で
す
。
子
年
は

十
二
支
の
一
番
目
で
あ
り
、
動
物
で
す

と
「
鼠
」
が
当
て
ら
れ
ま
す
。
そ
の
ネ

ズ
ミ
と
日
本
人
と
の
か
か
わ
り
は
古
く
、

『
古
事
記
』
に
も
記
述
が
あ
り
、
弥
生
時

代
に
米
な
ど
を
納
め
た
高
床
式
倉
庫
に

は
、
ネ
ズ
ミ
の
侵
入
を
防
ぐ
「
ネ
ズ
ミ

返
し
」
な
る
仕
掛
け
が
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
ネ
ズ
ミ
と
言
え
ば
、
私
に
と
っ
て

な
じ
み
深
い
の
は
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
「
ト

ム
と
ジ
ェ
リ
ー
」
の
ジ
ェ
リ
ー
で
し
ょ

う
か
。
害
獣
扱
い
さ
れ
て
い
る
ネ
ズ
ミ

で
も
、
そ
の
小
さ
い
容
姿
や
愛
ら
し
い

動
き
か
ら
、
親
し
み
を
感
じ
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
い
え
ば
世
界
中
で

愛
さ
れ
て
い
る
「
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
」

も
ネ
ズ
ミ
で
し
た
ね
。
実
際
の
ネ
ズ
ミ

は
、
世
界
中
に
約
１
千
種
類
も
い
る
そ

う
で
す
。

　

今
年
の
年
始
も
、
弥
治
郎
こ
け
し
村

の「
こ
け
し
初
挽び

き
」に
参
加
し
ま
し
た
。

例
年
通
り
素
晴
ら
し
い
初
挽
き
で
し
た

が
、
今
年
は
会
場
の
弥
治
郎
こ
け
し
村

の
雰
囲
気
が
一
段
と
良
か
っ
た
の
で
す
。

屋
根
の
上
や
庭
に
は
雪
が
積
も
り
、
軒

下
に
は
ツ
ラ
ラ
が
下
が
り
、
風
に
舞
う

雪
が
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い
ま
し
た
。

寒
さ
の
中
に
も
白
石
の
里
山
の
原
風
景

が
広
が
り
、
懐
か
し
さ
か
ら
な
の
か
、

そ
の
風
景
が
心
に
安
ら
ぎ
と
癒
や
し
と

温
か
み
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
５
月

に
開
催
さ
れ
る
「
全
日
本
こ
け
し
コ
ン

ク
ー
ル
」
も
今
年
は
50
回
を
迎
え
ま
す
。

半
世
紀
目
の
節
目
の
大
会
と
な
り
ま
す
。

記
念
大
会
に
ふ
さ
わ
し
い
開
催
に
す
べ

く
、
実
行
委
員
会
が
中
心
と
な
り
企
画

を
練
っ
て
い
ま
す
の
で
温
か
い
応
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
け
し
初
挽
き
の
後
、
昭
和
51
年
度

卒
業
Ｆ
中
学
校
同
窓
会
に
お
呼
ば
れ
し

ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
同
窓
会
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
回
は

一
味
違
っ
た
同
窓
会
で
し
た
。
そ
れ
も

そ
の
は
ず
、
同
年
の
ラ
イ
バ
ル
校
だ
っ

た
中
学
校
の
同
窓
会
で
す
。
高
校
時
代

の
同
窓
生
は
い
た
も
の
の
、
正
直
言
っ

て
と
て
も
「
い
ず
い
」
感
じ
を
覚
え
た

こ
と
は
確
か
で
す
。
し
か
し
、
市
内
外

で
活
躍
し
て
い
る
人
や
、
幼
稚
園
の
時

に
同
じ
ク
ラ
ス
だ
っ
た
人
な
ど
な
ど
…
。

す
て
き
な
人
々
と
の
、
新
た
な
る
出
会

い
を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
当
時
担
任
だ
っ
た
３
人
の
先

生
方
も
ま
た
素
晴
ら
し
い
先
生
方
で
、

Ｆ
校
の
団
結
と
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
を
創つ

く

り
上
げ
た
の
は
こ
の
先
生
方
の
教
導
の

た
ま
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
素
直
に
受

け
入
れ
て
き
た
、
Ｆ
校
の
同
窓
生
に
よ

る
も
の
と
感
激
を
覚
え
ま
し
た
。
こ
の

機
会
を
与
え
て
く
れ
た
Ｓ
君
、
Ｋ
君
、

Ｏ
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
幹
事
の
皆
さ

ま
に
感
謝
し
ま
す
。

　

平
成
20
戊
子
年
は
、
こ
の
素
晴
ら
し

い
技
術
と
風
景
、
そ
し
て
す
て
き
な
方
々

と
の
出
会
い
で
始
動
し
ま
し
た
。
こ
の

喜
び
が
今
年
は
ネ
ズ
ミ
算
式
に
増
え
て

い
く
よ
う
な
予
感
が
し
ま
す
。『
四
万
人

都
市
復
活
大
作
戦
』
を
推
し
進
め
、
皆

さ
ま
と
共
に
汗
を
か
き
、
学
び
、
も
の
・

人
・
技
を
生
か
し
、
故ふ

る

郷さ
と

白
石
を
さ
ら

に
輝
か
せ
る
た
め
に
、
み
ん
な
で
磨
い

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
ソ
ー
セ
ー
ジ

入
り
の
パ
ン
が
な
ぜ
「
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
」

な
の
で
し
ょ
う
か
？

【
12
月
号
の
答
え
】

　

電
話
で
話
し
掛
け
る
と
き
の
「
も
し

も
し
」
の
由
来
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、「
申

し
ま
す
、申
し
ま
す
」
あ
る
い
は
「
申
す
、

申
す
」
と
話
し
掛
け
た
の
が
、「
も
し
も

し
」
と
変
わ
っ
た
と
い
う
説
が
最
も
有

力
で
す
。

（１月１日、白石城周辺）

　白石高校陸上競技部ＯＢ会が主催
する恒例の元旦マラソン。今年も、同
校のＯＢや家族連れなど約60名が参加
し、一周2.5キロのコースを走り抜け、
全員が完走しました。

白石城一周元旦マラソン

（１月１日、白石高校第二グラウンド）

　今年で40回目を迎える白石サッ
カー協会主催の「けり初め」。子ど
もから大人まで40名が参加し、雪で
悪戦苦闘しながらも、全員でボール
を追いかけていました。

白石サッカー協会「けり初め」

（12月13日、やまぶき園）

　今年で11回目を迎えた、園利用者
と地元南町の自治会員でつくる「ボ
ランティアみなみの会」の皆さんの
交流会。歌やゲームなどで楽しいひ
とときを過ごしました。

やまぶき園利用者と地元の皆さんの交流

　本市と蔵王町の国際環境規格取得
企業８社でつくる白石蔵王エコフォ
ーラムが、12月14日に大鷹沢小学校
で出張環境講座を開催しました。

　同フォーラムでは、環境問題の深
刻さを子どもたちに伝えようと、小
学校などで出張環境講座を開催して
おり、昨年も第一小学校や白川小学
校で実施しています。この日は、同
小学校の３・４年生など約50名が参
加。酸性雨や発電体験コーナーなど
で環境問題の大切さを学びました。

　１月６日、毎年恒例となった消防
出初式が、ホワイトキューブで開催
され、620名の消防団員の皆さんに
よる点検作業など、日ごろの訓練の
成果を披露しました。

　また、４つの市立保育園の幼年消
防クラブの園児たちによる「防火の
誓い」や、消防団伝統階

はし

子
ご

乗り隊の
素晴らしい演技も披露されました。
　式典終了後には、消防団の小型動
力ポンプ積載車68台による大パレー
ドで出初式を締めくくりました。

　12月20日、いきいきプラザで市地域
婦人団体連絡協議会の皆さんが、ＥＭ
の勉強会を開催しました。

　ＥＭとは、日常生活に役立つ微生
物群。本来は土壌改良用として開発
されましたが、水の浄化や生ごみミ
の肥料化などにも役立つと注目され
ています。角田市の小中学校でプー
ル清掃にＥＭを活用しており、市婦
人会でも市内小中学校での活用を目
指して、今後も勉強会を続けていく
ことにしています。

環境問題の大切さを知って

白石蔵王エコフォーラムの出張環境講座
子どもたちと共に環境浄化を!!

ＥＭの勉強会

市民の安全と財産を守るために！

平成20年白石市消防出初式
　12月15日、益岡公園野球場で市野
球協会と市少年野球協会の主催の、
ＪＲ東日本東北野球部の選手による
野球教室が開催されました。
　ＪＲ東日本東北野球部は、社会人
野球全日本選手権でベスト４となる
強豪。今にも雪が降りそうな寒さの
中、参加した約150名の小中学生たち
は、日本でトップクラスの野球チー
ムの皆さんから熱心な指導を受け、
寒さも忘れて守備や打撃などの練習
に打ち込んでいました。

小中学生のレベル向上を!!

本町で「手作りの市」を開催JR東日本東北野球部野球教室

　12月６日、白石第二小学校で「薬
物乱用防止教室」が開催されました。
　この教室は、白石益岡ライオンズ
クラブの青少年健全育成事業の一つ
として、市内の小学５・６年生を対
象に開催されています。会員の富岡
歯科医院長、富岡和弘さんが講師と
なり、「有害薬物の恐ろしさ」と「断
る勇気の意味」を説明しました。
  今後は、児童たちから薬物乱用防
止のポスターを募集するなど、さら
に活動を広げていく予定です。

　第一小学校で12月中旬に、使わな
くなったチラシからはがきを作るリ
サイクル教室が学年ごとに行われま
した。この教室は、子どもたちにリ
サイクルの大切さを学んでもらおう
と行われたもので、出来上がったは
がきは、交通安全を呼び掛ける「さ
くらメール」に使われることになっ
ています。12月10日は、６年生が体
験。いきいきプラザの職員の説明を
受けながら、楽しくはがき作りに取
り組んでいました。

健やかな成長を願って!!

薬物乱用防止教室

楽しくリサイクルを体験！

小学生がリサイクルはがき作りを体験

▲元旦を気持ちよく走り抜く参加者

▲世代を超えてサッカーを楽しみました

▲楽しく交流する参加者の皆さん

▲団長訓示を聞く団員の皆さん

▲酸性雨の説明を受ける児童たち

▲捕手の送球指導を受ける中学生▲はがき作りに取り組む児童たち

▲スライドとビデオで分かりやすく説明

▲米のとぎ汁でＥＭ発酵液を作る講習
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応募方法
一人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内。はがきに作品・住所・氏名・応募する壇名をはっきり書
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可。毎月15日締め切り。
Ｅメールでも応募できます。（koho@city.shiroishi.miyagi.jp）
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みんなが笑顔で元気いっぱい！
～私たち「白石市子育て応援隊」です！～

I n t e r n a t i o n a l  C o r n e r

ダニーの

マイ
サークル
白石市子育て応援隊

202

　白石市子育て応援隊
　事務局：子ども家庭課子育て支援係
　　　　　022-1363

　私たちは白石の子どもたちが元気いっ

ぱい・伸び伸び・明るく育っていきます

ように、そしてお母さんたちが楽しく笑

顔で子育てをしてゆくことができますよ

うにお手伝いをしたいと、昨年７月に誕

生したばかりのサークルです。

　ただ今会員22名、知識や経験そしてパ

ワーをフル回転して「お手伝い」？　い

えいえ私たちが元気をいっぱいいただき、

子育ての喜びを満喫しながら活動してい

ます。

　子育て支援センターやお子さんの健康

診査会場などで、ピンクのエプロン姿の

私たちを見掛けたら、どうぞ声を掛けて

くださいね！

亡つ

夫ま

の
干
し
し
赤
き
唐
辛
子
色
あ
せ
て
軒
端
の
竿さ

お

に

吹
か
れ
ゐ
る
な
り 

平
間　

久
子

初
め
て
の
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
友
と
来
て
冥
土
の
土

産
と
声
張
り
上
げ
る 

山
田　
　

濱

縁
側
と
う
響
き
な
つ
か
し
猫
が
い
て
紫し

蘇そ

の
実
つ
く

る
祖
母
の
お
も
か
げ 

後
藤　

淑
子

二
年
ぶ
り
に
訪
ね
来
し
孫
は
背
を
屈か

が

め
居
間
の
敷
居

を
の
そ
り
と
跨ま

た

ぐ 

阿
部
は
ぎ
の

く
づ
れ
土
に
霜
柱
立
つ
け
さ
の
そ
ら
梢こ

ず
え

を
ゆ
ら
し
て

も
ず
鳴
き
群
る
る 

後
藤
今
朝
雄

何
事
も
受
け
入
る
る
が
に
笑
み
て
い
る
こ
け
し
描
彩

は
ふ
た
た
び
の
夢 
寺
崎　

悦
子

風
切
っ
て
ペ
ダ
ル
ふ
み
ゆ
く
通
勤
路
山
の
む
こ
う
が

朝
や
け
て
い
る 

鎌
田
ね
い
子

友
逝
き
て
冬
枯
れ
の
な
か
七
七
忌
あ
ら
た
め
て
泪
湧

き
い
づ
る
か
な 

斎
藤　

典
子

孫
た
ち
と
年
明
け
て
待
つ
楽
し
み
は
お
年
玉
付
き
年

賀
番
号 

遠
藤　

行
夫

池
の
鯉こ

い

深
み
に
集
い
何
か
た
る
今
年
の
猛
暑
・
異
常

気
象
か 

佐
藤　

義
衛

　
　

一
首
目
、
使
い
残
さ
れ
た
唐
辛
子
な
の
で
あ
ろ

う
、
さ
び
さ
び
と
夫
君
の
在
り
し
日
日
を
思
わ
し
め

て
い
る
。

　

二
首
目
、
す
っ
き
り
し
た
い
気
分
が
下
の
句
に
よ

く
出
て
い
る
。
口
語
で
詠
ん
だ
明
る
い
歌
。

　

三
首
目
、
作
者
の
思
い
の
中
に
生
き
る
縁
側
の
景

を
う
ま
く
ま
と
め
ら
れ
た
。

粕か
す

汁じ
る

や
風
音
荒
き
山
の
宿 

山
家　

弘
子

白
鳥
や
水
切
る
石
の
ご
と
駆
け
る 

服
部　

忠
孝

高
速
道
あ
か
り
溢
る
る
年
の
暮 

岩
松　

隆
志

あ
と
五
分
時
計
み
つ
め
る
冬
の
朝 

佐
藤　

孝
子

分
校
の
五
人
の
列
や
冬
田
道 

沼
田
伊
久
俊

枯か
れ

芒す
す
き

踏
み
入
る
す
き
も
な
き
ほ
ど
に 

遠
藤　

忠
臣

冬
日
和
畔あ

ぜ

に
居
眠
る
鴉か

ら
す

あ
り 

制
野　

リ
エ

裸
木
の
根
を
み
な
つ
つ
む
落
葉
か
な 

福
原　

峯
子

憂
き
こ
と
も
水
に
流
し
て
年
の
内 

寺
崎　

悦
子

静
々
と
足
に
沁し

み
つ
く
落
葉
道 

佐
藤　

義
衛

　
　

一
句
目
、
民
宿
な
の
だ
ろ
う
か
。
大
炉
を
囲
み

熱
々
の
粕
汁
を
い
た
だ
け
る
、
温
か
く
家
庭
的
な
山

の
宿
で
あ
る
。
木
々
に
鳴
る
風
音
は
荒
々
し
い
。

　

二
句
目
、
白
鳥
の
飛
び
立
つ
様
子
を
観
察
し
て
の

句
。
中
七
の
「
水
切
る
石
」
が
良
い
。

　

三
句
目
、
景
気
が
良
く
も
悪
く
も
、
年
の
暮
れ
と

も
な
れ
ば
高
速
道
も
ま
た
込
ん
で
く
る
。
こ
の
句
も

中
七
の
表
現
が
良
い
。

　

四
句
目
は
、
誰
に
で
も
経
験
の
あ
る
起
床
の
様
子

を
素
直
に
表
現
し
、
成
功
し
た
作
品
。

横
綱
の
品
格
よ
り
も
不
信
感 

大
庭　

良
子

ま
た
一
歩
進
め
ば
先
が
近
く
な
り 

阿
部
み
さ
子

カ
タ
カ
ナ
語
読
め
て
も
意
味
が
分
か
ら
な
い

 

髙
子
う
こ
ん

平
凡
で
い
い
さ
ゆ
っ
く
り
ゆ
く
夫
婦 

草
野　
　

清

朝
昼
夕
サ
プ
リ
と
薬
で
三
十
錠 

高
橋　

要
一

気
が
つ
け
ば
何
も
残
ら
ず
共
白
髪 

水
戸　

光
穂

二
キ
ロ
半
万
歩
計
手
に
骨
貯
蓄 

寺
崎　

悦
子

年
金
暮
ら
し
た
ま
に
贅
沢
す
る
感
謝 

阿
部
は
ぎ
の

ま
だ
や
れ
る
気
持
ち
と
現
実
か
み
あ
わ
ず

 

斎
藤　

典
子

豆
炭
で
暖
を
と
り
つ
つ
厚
着
す
る 
遠
藤　

行
夫

　
　

一
句
目
、
強
い
横
綱
が
戻
っ
て
き
た
が
、
不
信

感
は
ぬ
ぐ
え
な
い
。
強
さ
だ
け
で
な
く
、
品
格
風
格

を
兼
ね
備
え
て
こ
そ
の
大
横
綱
。
失
地
回
復
は
な
る

の
か
。

　

二
句
目
、「
門
松
は
、
冥
土
の
旅
の
一
里
塚
」
と
か
。

ま
た
一
歩
近
づ
い
た
旅
の
終
わ
り
。
め
で
た
く
も
あ

り
、
め
で
た
く
も
な
し
。

　

三
句
目
、
ま
す
ま
す
増
え
続
け
る
カ
タ
カ
ナ
語
。

日
本
語
に
は
な
い
便
利
さ
が
あ
る
の
か
も
。
で
も
、

カ
タ
カ
ナ
語
の
煙け

む

に
巻
か
れ
な
い
よ
う
御
用
心
。

評

評 評

市 内 イ ベ ン ト 掲 示 板 （2月1日～3月5日）〈　　＝花火打ち上げ〉

※そのほかのイベント情報などの詳細については、市のホームページをご覧ください。

開催日 時間 イベント名 場所 有・無料 問い合わせ先 備考

～3月  3日（月） 
9:00～
16:00　 

雛
ひな

の宴
うたげ

展
てん

 
弥治郎こけし村 入村無料 弥治郎こけし村☎26-3993 17頁掲載

～3月17日（月） 江戸独
こ

楽
ま

展PART2 

2月  1日（金）
～29日（金） 

9:00～
16:00　 

リサイクル作品展示
（樋口洋画子氏作成の作品） いきいきプラザ 見学無料 いきいきプラザ☎22-1635 18頁掲載

2月  3日（日） 10:00～11:00　 節分の会 
武家屋敷
「旧小関家」 

大　　　人200円、
高校生以下100円
※P17の無料券持参
の方は無料 

博物館建設準備室
☎22-1343 17頁掲載

2月  3日（日） 10:00～15:00　 
碧水園茶会
※3月2日も開催 碧水園 お茶券400円 古典芸能伝承の館☎25-7949 18頁掲載

2月  3日（日） 11:00～ 白石ユネスコ協会新春パーティー 中央公民館 参加費1,000円※受け付け終了 
中央公民館
☎26-2453 

2月10日（日） 8:30～ 第17回市民綱引き大会 ホワイトキューブ 参加無料
※受け付け終了 

社会教育課
☎22-1343 

2月16日（土） 10:00～11:30　
定期リサイクル教室
「和紙人形作り（おひなさま）」 いきいきプラザ 

参加無料
※材料持参、申し込み必要 

いきいきプラザ
☎22-1635 18頁掲載

2月16日（土） 14:00～15:00　 
白石歴史おはなし会
テーマ「片倉家と仙台藩の幕末」 図書館2階 入場無料 図書館☎26-3004 16頁掲載

2月17日（日） 14:00～※13:00開場 
JBL2007-2008「白石大会」
日立サンロッカーズVSトヨタ自動車アルバルク ホワイトキューブ 

有料
※詳しくはお問い
合わせください。 

ホワイトキューブ
☎22-1290 

2月23日（土） 8:30～12:00　 いきいきプラザフリーマーケット いきいきプラザ 入場無料※出店希望者連絡必要 
いきいきプラザ
☎22-1635 18頁掲載

2月22日（金）
～3月  3日（月） 

9:00～
16:00　 

ひな祭り
※3月3日は「読み聞かせ会・篠

しの

笛
ぶえ

演奏
会」を開催

武家屋敷
「旧小関家」 

大　　　人200円、
高校生以下100円
※P17の無料券持参
の方は無料 

博物館建設準備室
☎22-1343 17頁掲載

歌　

壇

岩　

崎　

聰
之
介　

選

俳　

壇

遠　

藤　

秋　

尾　

選

柳　

壇

四　

竈　

英　

夫　

選

自然の力　The power of nature
日本に来てから、いろいろな観光をして、とてもきれ

いな景色を見ることができて本当にラッキーだと思って
います。新幹線から見る富士山でも、小原温泉の周りの
森、自分のアパートから見る白石城の景色など、それぞ
れが美しい魅力を持っています。
シドニーの場合は、海もきれいですし、緑が多くて家

の周りにいくつかの散歩トラックがあります。両親も自
然を楽しむのが大好きなので、小さいころから自然は素
晴らしいなと思って育ちました。しかし、ちょうどみん
ながこの記事を読んでいるころは、オーストラリアの
Bush fi re seasonが一番危険になっていると思います。
Bush fi reというのは山火事のことで、毎年12月から３
月ごろの夏に発生します。
山火事の問題を解決するために、ヘリコプターから大

量の水を掛けたり、冬から少しずつ森を燃やす作業もし
たりしますが、結局自然の力の方が強いのです。消防車

はよくお正月やクリスマスには山火事と戦っているの
で、休むことができません。しかも、ボランティアです
ので、お金も一セントももらいません。同じように、オ
ーストラリアの夏には、海が多くの人たちで込み合うた
め、潮に流されておぼれないよう、サーフライフセーバ
ーが泳ぐ人の命を守るために頑張っています。
自然は美しいですが、とてもパワフルです。日本人が
一番このことを分かっていると思います。白石に来てま
だ５カ月ほどですが、もう既に地震を３回感じました。
オーストラリアには、海にも森にも危険がいっぱいです。
両方とも、地震に比べれば簡単に避けられますが、地震
は突然すぎて、逃げる時間もほとんどないですよね。
この城下町には少しずつ慣れてきていますが、一つだ
け慣れないのは、日本オリジナルの自然の力。みんなも
自然を意識しながら、東京ではなかなかできない深呼吸
をたまにしましょう！　では、また来月！



　は問い合わせ先です

D o you know?

く
ら
し
の
ヒ
ン
ト
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問
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
消
費
生
活
相
談
室

　

0
２
２
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０
７
８
３

　
（
相
談
日　

月
・
水
・
金
９
時
〜
16
時
）

お　

な　

や　

み

「
契
約
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
の
予
備
知
識
」

　

口
座
振
り
替
え
は
１
年
分
ま
た
は
６

カ
月
分
の
前
納
が
で
き
ま
す
。
希
望
さ

れ
る
方
は
、
①
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
書
（
納
付
案
内
書
）、
②
預
金
通
帳

と
そ
の
届
け
出
印
を
持
参
し
、
社
会
保

険
事
務
所
ま
た
は
口
座
の
あ
る
金
融
機

関
な
ど
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申

し
込
み
依
頼
書
は
、
市
民
課
年
金
相
談

係
窓
口
に
も
備
え
付
け
て
い
ま
す
。
な

お
、
口
座
振
り
替
え
に
よ
る
前
納
は
振

替
日
が
決
ま
っ
て
い
る
た
め
、
４
月
か

ら
の
前
納
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
２

月
末
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
方
の
た
め

に
、
免
除
・
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す

　

学
生
納
付
特
例
制
度
や
若
年
者
納
付

猶
予
制
度
は
、
後
で
追
納
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。あ
な
た
自
身
の
た
め
で
す
。

未
納
の
ま
ま
放
置
せ
ず
、
制
度
を
正
し

く
理
解
し
て
将
来
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

●
免
除
制
度　

失
業
中
の
た
め
収
入
が

な
く
、
納
付
が
困
難
な
場
合
な
ど

●
学
生
納
付
特
例
制
度　

学
生
の
た
め

所
得
が
な
く
、
納
付
が
困
難
な
場
合

●
若
年
者
納
付
猶
予
制
度　

30
歳
未
満

の
方
で
所
得
が
少
な
く
、
納
付
が
困
難

な
場
合

■「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
出
張
相
談
所

を
開
設
し
ま
す

　

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、「
ね
ん
き

ん
特
別
便
」
が
届
い
た
方
に
年
金
記
録

の
ご
確
認
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
今

　

２
月
１
日（
金
）か
ら
３
月
17
日（
月
）

ま
で
市
・
県
民
税
の
申
告
相
談
を
実
施

し
ま
す
が
、
市
で
準
備
し
て
い
る
所
得

税
の
確
定
申
告
用
紙
に
は
枚
数
に
限
度

が
あ
り
ま
す
。
市
で
申
告
を
さ
れ
る
方

で
、
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
確
定
申

告
用
紙
を
お
持
ち
の
方
は
、
忘
れ
ず
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

特
に
、
所
得
税
の
予
定
納
税
を
し
た

方
に
つ
い
て
は
、
送
付
さ
れ
た
確
定
申

告
用
紙
に
記
載
さ
れ
た
予
定
納
税
額
を

入
力
し
て
、
第
３
期
分
の
税
額
を
算
出

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
税
務
署
か
ら
送
付

さ
れ
た
確
定
申
告
用
紙
が
な
い
場
合
、

予
定
納
税
額
が
確
認
で
き
な
い
た
め
、

市
で
は
申
告
で
き
ま
せ
ん
。

問
税
務
課
市
民
税
係
（
市
庁
舎
１
階
）

　

0
２
２
―
１
３
１
３

　

積
雪
時
に
は
、
地
下
消
火
栓
の
ふ
た

が
雪
の
下
に
隠
れ
、
消
火
活
動
に
支
障

が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
消
防
職
員

や
地
元
の
消
防
団
員
が
除
雪
し
て
い
ま

す
が
、
管
内
消
火
栓
の
一
斉
除
雪
は
難

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
近
く
に
消
火

栓
（
特
に
地
下
消
火
栓
）
が
あ
る
場
合

は
、
家
の
周
囲
の
除
雪
と
併
せ
て
、
消

火
栓
上
の
除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
生
活
環
境
課　

0
２
２
―
１
３
１
４

　

障
害
の
あ
る
方
の
日
常
生
活
を
応
援

す
る
た
め
、
在
宅
障
害
者
の
方
を
対
象

に
、
日
常
生
活
用
具
を
給
付
し
て
い
ま

す
。
対
象
者
に
給
付
さ
れ
る
、
障
害
ご

と
の
主
な
品
目
は
、
次
の
通
り
で
す
。

●
下
肢
ま
た
は
体
幹
機
能
障
害　

特
殊

寝
台
、特
殊
マ
ッ
ト
、入
浴
補
助
用
具
、

移
動
・
移
乗
支
援
用
具
な
ど

●
視
覚
障
害　

点
字
器
、
視
覚
障
害
者

用
活
字
文
書
読
上
装
置
、
視
覚
障
害
者

用
拡
大
読
書
器
な
ど

●
聴
覚
障
害　

聴
覚
障
害
者
用
屋
内
信

号
装
置
、聴
覚
障
害
者
用
通
信
装
置
な
ど

●
ぼ
う
こ
う
直
腸
障
害　

ス
ト
マ
な
ど

　

日
常
生
活
用
具
の
給
付
を
受
け
る
際

は
、
事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

原
則
と
し
て
10
％
の
自
己
負
担
額
が
あ
り

ま
す
。
な
お
、
介
護
保
険
対
象
者
は
、
給

付
の
対
象
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

　

0
２
２
―
１
４
０
０

　

近
年
、
消
費
者
の
契
約
ト
ラ
ブ
ル
が

増
加
し
て
い
ま
す
。「
私
は
大
丈
夫
」

と
安
易
な
気
持
ち
で
い
る
と
危
険
で

す
。
う
ま
い
話
や
契
約
を
せ
か
す
も
の

は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
月
は
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
や
す
い

商
法
の
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

　

ネ
ッ
ト
上
で
、
希
少
な
商
品
を
数
量

限
定
・
格
安
を
う
た
い
文
句
に
販
売
す

る
手
法
で
す
。
商
品
が
届
か
な
い
う
ち

に
口
座
か
ら
代
金
が
引
き
落
と
さ
れ
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
消
え
て
い
る
と
い
っ

た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　

購
入
を
急
が
ず
、
業
者
に
信
用
性
が

あ
る
か
ど
う
か
を
調
べ
、
代
金
前
払
い

や
代
引
き
は
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
特
に
、
カ
ー
ド
に
よ
る
支
払
い
に

は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
電
話
勧
誘

　

職
場
や
自
宅
に
電
話
を
か
け
、「
特

別
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。」、「
不
景
気
の

世
の
中
、
万
が
一
転
職
し
た
と
き
に
有

利
で
す
。」、「
同
僚
に
差
を
つ
け
る
チ
ャ

ン
ス
で
す
。」、「
今
な
ら
特
別
価
格
で

す
が
、
本
日
で
締
め
切
り
で
す
。」
な

ど
と
言
っ
て
申
し
込
み
や
契
約
を
迫
る

も
の
で
す
。
以
前
受
講
し
た
り
、
中
途

半
端
に
し
た
り
し
て
い
る
方
に
は
、
特

に
何
度
も
執
念
深
く
連
絡
し
て
き
ま
す
。

　
「
い
い
で
す
。」、「
結
構
で
す
。」、「
後

で
。」
と
い
っ
た
あ
い
ま
い
な
返
事
を

す
る
と
、
さ
ら
に
次
々
と
勧
誘
の
電
話

を
か
け
て
き
ま
す
。
ま
た
、
放
っ
て
お

く
と
契
約
が
更
新
さ
れ
た
り
、
申
し
込

み
し
た
こ
と
に
さ
れ
た
り
し
ま
す
。「
お

金
が
な
い
。」
と
言
う
と
、
ロ
ー
ン
を

組
ま
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

興
味
が
な
け
れ
ば
、「
い
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
受
講
す
る
意
思
は
あ
り
ま

せ
ん
。」
と
は
っ
き
り
断
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
本
当
に
自
分
に
必
要
な
資
格

で
あ
れ
ば
、
勧
誘
に
乗
る
の
で
は
な
く
、

自
分
に
合
う
講
座
を
自
ら
探
す
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

●
マ
ル
チ
（
ま
が
い
）
商
法

　

知
人
な
ど
か
ら
「
こ
の
商
品
を
友
達

や
知
り
合
い
に
販
売
す
る
と
、
君
に

マ
ー
ジ
ン
が
入
る
ん
だ
。
自
由
な
時
間

に
活
動
で
き
る
し
、
や
る
気
次
第
で
高

収
入
も
夢
じ
ゃ
な
い
。
資
料
だ
け
で
も

見
て
く
れ
な
い
か
。」
と
勧
誘
さ
れ
る

も
の
で
す
。

　

む
げ
に
断
る
の
も
悪
い
か
ら
と
、

ち
ょ
っ
と
で
も
興
味
を
見
せ
た
り
、
話

を
聞
い
た
り
す
る
と
、
言
葉
巧
み
に
誘

わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
商

法
は
、
自
分
が
販
売
す
る
商
品
を
大
量

に
購
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
商
品

が
売
れ
な
い
と
マ
ー
ジ
ン
も
な
く
、

ロ
ー
ン
だ
け
が
残
り
ま
す
。
無
理
な
勧

誘
で
友
人
・
知
人
関
係
も
壊
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
や
は
り
、
は
っ
き
り
断
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

●
今
日
ご
紹
介
し
た
商
法
は
、
そ
も
そ

も
危
険
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
、
あ
ら
か
じ
め
肝
に
銘
じ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

■
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

　

軽
自
動
車
や
原
付
き
バ
イ
ク
、
農
耕

作
業
車
な
ど
は
、
４
月
１
日
現
在
で
登

録
さ
れ
て
い
る
方
に
１
年
分
の
軽
自
動

車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
（
※
）。

　

現
在
使
用
し
て
い
な
い
軽
自
動
車
な

ど
を
お
持
ち
の
方
は
、
３
月
末
ま
で
に

「
廃
車
」
ま
た
は
「
名
義
変
更
」
の
手
続

き
を
行
う
と
平
成
20
年
度
か
ら
税
金
が

発
生
し
ま
せ
ん
。
忘
れ
ず
に
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
月
割
り
で
課
税
さ
れ
た
り
、
還
付
さ

れ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
軽
自
動
車
税
の
廃
車
・
名
義
変
更
手

続
き
は
お
早
め
に

　

軽
自
動
車
の
廃
車
・
名
義
変
更
手
続

き
は
、
３
月
に
入
る
と
窓
口
が
大
変
混

雑
し
ま
す
。
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に

手
続
き
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
や
詳
細
に
つ
い
て
は
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
車
両
ご
と
の
お
問
い
合
わ
せ
先

●
原
付
き
バ
イ
ク
や
農
耕
作
業
車
な
ど

　

市
庁
舎
１
階
税
務
課
総
務
係

　

0
２
２
―
１
３
１
３（
内
線
１
３
６
）

●
軽
自
動
車
や
軽
二
輪
な
ど

　

宮
城
県
軽
自
動
車
協
会

　

0
０
２
２
―
２
３
２
―
５
７
２
４

●
二
輪
小
型
自
動
車

　

東
北
運
輸
局
宮
城
運
輸
支
局

　

0
０
５
０
―
５
５
４
０
―
２
０
１
１

回
、「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
に
つ
い
て
、

出
張
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

２
月
25
日（
月
）お
よ
び
３
月

17
日（
月
）、
９
時
〜
15
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館
第
２
研
修
室

●
持
参
す
る
物　
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

　

市
内
に
お
住
ま
い
の
低
所
得
者
の
世

帯
に
対
し
、
額
面
５
千
円
の
福
祉
灯
油

券
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
世
帯　

次
の
①
〜
④
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
世
帯
の
う
ち
、
平
成
19
年

度
市
民
税
が
非
課
税
で
、
ほ
か
の
市
税

な
ど
に
こ
れ
ま
で
未
納
が
な
い
世
帯
。

施
設
入
所
者
や
長
期
入
院
者
（
３
カ
月

以
上
）
を
除
き
ま
す
。

①
平
成
19
年
12
月
31
日
ま
で
に
70
歳
以

上
（
昭
和
12
年
12
月
31
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
）
と
な
る
高
齢
者
世
帯

②
障
害
者
手
帳
（
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
・
２
級
、
療
育
手
帳
Ａ
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
・
２
級
）

を
有
す
る
方
と
同
居
し
て
い
る
世
帯

③
母
子
・
父
子
世
帯
ま
た
は
養
育
者
世
帯

④
生
活
保
護
世
帯

※
①
〜
④
に
該
当
す
る
世
帯
に
は
、
福

祉
事
務
所
か
ら
１
月
中
に
通
知
書
を

送
付
し
ま
し
た
の
で
、
同
封
の
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
２
月
29

日（
金
）ま
で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
は
資
源
ご
み
「
缶
類
」
の
分
別

と
出
し
方
で
す
。
缶
類
は
赤
の
指
定
袋

に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ス
チ
ー
ル
は
鉄
筋
な
ど
の
鋼
材
に
、

ま
た
、
ア
ル
ミ
は
自
動
車
部
品
な
ど
に

再
生
さ
れ
ま
す
。
再
商
品
化
の
工
程
を

ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
に
も
、
正
し
い

分
別
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
大
き
さ
が
18
リ
ッ
ト
ル
缶（
一
斗
缶
）

よ
り
小
さ
い
も
の

　

菓
子
缶
や
缶
詰
の
缶
、ジ
ュ
ー
ス
缶
、

ビ
ー
ル
の
缶
、
ミ
ル
ク
缶
、
調
味
料
の

缶
な
ど
で
す
。
処
理
す
る
際
は
次
の
点

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
中
身
を
空
に
し
、
水
洗
い
す
る
。

②
缶
詰
の
ふ
た
は
、缶
と
一
緒
に
出
す
。

③
オ
イ
ル
や
塗
料
、
食
用
油
の
缶
な
ど

は
も
や
せ
な
い
ご
み
で
す
。

④
で
き
る
だ
け
プ
レ
ス
し
て
出
し
ま

し
ょ
う
。
袋
の
費
用
も
軽
減
さ
れ
ま

す
。
プ
レ
ス
の
際
は
、
け
が
に
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
一
斗
缶
は
も
や
せ
な
い
ご
み
で
す
。

⑥
一
斗
缶
よ
り
大
き
い
缶
は
不
燃
性
粗

大
ご
み
と
な
り
、
集
積
所
に
は
出
せ

ま
せ
ん
。
許
可
業
者
に
処
理
を
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

■
ア
ル
ミ
製
の
釜
類

　

中
華
鍋
や
フ
ラ
イ
パ
ン
、
や
か
ん
、

鍋
な
ど
で
す
。
鉄
製
の
も
の
は
も
や
せ

な
い
ご
み
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
ス
プ
レ
ー
缶

　

ヘ
ア
ス
プ
レ
ー
缶
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン

ベ
な
ど
で
す
。
処
理
す
る
際
は
次
の
点

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
す
べ
て
使
い
切
っ
て
か
ら
、
穴
を
開

け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
塗
料
用
や
殺
虫
剤
、
潤
滑
油
の
入
っ

て
い
る
も
の
は
、
も
や
せ
な
い
ご
み

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ご
み
袋
は
、
中
身
が
こ
ぼ
れ
な
い
よ

う
に
、
し
っ
か
り
口
を
結
び
、
簡
単

に
解
け
な
い
よ
う
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。ガ
ム
テ
ー
プ
止
め
は
禁
止
で
す
。

※
ご
み
の
分
別
・
出
し
方
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
「
ご
み
の
分
別
・
出
し
方

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
保
存
版
」
や
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
生
活
環
境
課　

0
２
２
―
１
３
１
４

通
知
書
、
年
金
証
書
、
年
金
手
帳
な
ど

の
書
類
。「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
に
は
、

年
金
記
録
な
ど
の
お
知
ら
せ
が
入
っ
て

い
ま
す
。

問
大
河
原
社
会
保
険
事
務
所

　

0
０
２
２
４
―
５
１
―
３
１
１
１

　

市
民
課　

0
２
２
―
１
３
１
２

な
お
、
平
成
19
年
１
月
２
日
以
降
に

転
入
し
た
世
帯
や
、
無
申
告
の
世
帯

に
は
通
知
書
を
送
付
し
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
住
民
税
非
課
税
証
明
書
を
添

付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
対
象
要
件
の
詳
細
な
ど
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

　

0
２
２
―
１
４
０
０

　

平
成
19
年
10
月
か
ら
平
成
20
年
１
月

ま
で
、
４
カ
月
分
の
児
童
手
当
を
振
り

込
み
ま
す
。
受
給
者
の
方
は
２
月
５
日

（
火
）以
降
、
該
当
す
る
金
融
機
関
で
お

受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

　

振
り
込
ま
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
子

ど
も
家
庭
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
制
度
の
詳
細
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

問
子
ど
も
家
庭
課
総
務
係

　

0
２
２
―
１
３
６
３

しろい
し

　エ

コ

　

プロ
ジ
ェ
ク

ト
　

福
祉
灯
油
券
を
交
付
し
て
い
ま
す

日
常
生
活
用
具
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

申
告
相
談
の
際
は
確
定
申
告

用
紙
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
、
農
耕
作
業
車
な
ど

の
廃
車
・
名
義
変
更
手
続
き
は
３
月
中
に

消
火
栓
の
除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

わ
が
家
の「
ご
み
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
作
戦
」⑥

国
民
年
金
保
険
料
の
お
支
払
い
に
は

口
座
振
り
替
え
が
便
利
で
す

２
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す



̶̶̶思いやりのある良質で信頼される医療を目指して̶̶̶

1415

問公立刈田綜合病院　問公立刈田綜合病院　0025-214525-2145

問生活環境課　022－1314

地区名

ごみ区分

越　河
斎　川
大　平

大鷹沢
白　川
小下倉

大鷹沢田中 福　岡
小　原

市街東北本線
東　側 鷹　巣 市街東北本線

西　側

ペットボトル
（第１曜日）
びん類

（第2・第5曜日）
缶

（第3・第5曜日）
プラスチック
（第３曜日）
もやせないごみ
（第４曜日）

紙　　類
火 月 金 木 金 月 水

もやせるごみ

火・金 月・木 月・水・木 火・水・金

　

宮
城
県
で
は
昨
年
12
月
、「
宮
城
県

動
物
愛
護
管
理
推
進
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。
計
画
の
基
本
理
念
の
一
つ
に

「
動
物
の
愛
護
を
通
し
た
生
命
を
大
切

に
す
る
心
の
育
成
」
を
掲
げ
て
お
り
、

具
体
的
な
数
値
目
標
と
し
て
犬
・
猫
の

引
き
取
り
頭
数
を
今
後
10
年
間
で
半
減

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、

犬
や
猫
の
終
生
飼
養
の
推
進
と
飼
い
主

の
安
易
な
飼
養
放
棄
を
抑
制
す
る
た

め
、
４
月
１
日
か
ら
犬
・
猫
の
引
き
取

り
を
有
料
化
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
引
き
取
り
場
所　

県
内
各
保
健
所

●
犬
・
猫
の
引
き
取
り
手
数
料　

生
後

90
日
以
内
は
１
頭
に
つ
き
４
０
０
円
、

生
後
91
日
以
上
は
１
頭
に
つ
き
２
千
円

●
納
入
方
法　

所
定
の
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
宮
城
県
収
入
証
紙
を
張

り
付
け
て
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。
収
入

証
紙
は
、県
合
同
庁
舎
内
や
保
健
所
内
、

銀
行
な
ど
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

※
引
き
取
り
日
や
時
間
な
ど
の
詳
細

は
、
保
健
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
な
お
、
犬
や
猫
な
ど
の
愛
護

動
物
を
捨
て
た
場
合
に
は
、
処
罰
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
犬
や
猫
な
ど
を
飼
い
始
め
た
ら
、
最

後
ま
で
責
任
を
持
っ
て
飼
養
す
る
よ

う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

問
宮
城
県
仙
南
保
健
所

　

0
０
２
２
４
―
５
３
―
３
１
１
７

　

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
確
定

申
告
が
必
要
な
事
業
者
を
対
象
と
し
た

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
申
告
書
の
提

出
も
で
き
ま
す
の
で
、
ご
都
合
の
良
い

日
時
の
会
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
内
容　

消
費
税
確
定
申
告
書
の
作
成

方
法
と
提
出

●
対
象
者　

税
務
署
か
ら
消
費
税
確
定

申
告
書
用
紙
が
送
付
さ
れ
た
方

●
日
時
お
よ
び
会
場
な
ど

●
持
参
す
る
物

①
②
③
共
通　

税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ

た
消
費
税
確
定
申
告
書
な
ど
一
式
、
計

算
器
具
、
筆
記
用
具
、
印
鑑

②
簡
易
課
税
選
択
者　

決
算
書
や
帳
簿

な
ど
、
平
成
19
年
分
の
事
業
な
ど
の
収

入
内
訳
が
分
か
る
も
の

③
一
般
課
税
者　

決
算
が
終
了
し
て
い

る
方
は
帳
簿
な
ど
、
平
成
19
年
分
の
事

業
の
決
算
書

問
大
河
原
税
務
署
個
人
課
税
部
門

　

0
０
２
２
４
―
５
２
―
１
３
６
９

（※注）
ＭＲＩ：磁気共鳴断層撮影法
磁場を使って、生体の任意方向の断層像を得る画像診断法で、放
射線被爆のない検査法です。　12月15日、東京都港区の六本木アカデミーヒルズ40

で、画像診断技術の発展と医療への貢献を目的とする全
国画像コンテストが開催されました。全国の医療機関か
ら応募があり、画像医学界のエキスパートの審査員が、
医用画像のクオリティー、被検者に配慮した撮像テク
ニックなどを総合的な視点で判断し、“最良のイメージ”
として選ばれた画像が受賞しました。
　今年は、ＭＲＩ（※注）部門に134件の応募があり、
当院は1.5テスラＭＲ部門において、深部静脈血栓の症
例で優秀賞を、小肺がんの症例で準優秀賞の２賞に選ば
れました。
　放射線部では、今後もさらに研究を進め、患者さまに
とって真

しん

に役立つ画像を生み出し、質の高い医療を提供
できるよう診療を支えていきたいと考えています。
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12
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2月のごみ収集日について（お知らせ）
2月のごみ収集日程は、下記の通りとなっていますので、ご確認の上、きちんと分別して出してください。

◆2月のごみ収集日予定表（日付は2月の収集日です）

  5日（火）   4日（月）   1日（金）   7日（木）   1日（金）   4日（月）   6日（水）

12日（火） 12日（火）
に変更です

  8日（金）
29日（金） 14日（木）   8日（金）

29日（金）
12日（火）
に変更です 13日（水）

19日（火） 18日（月） 15日（金）
29日（金） 21日（木） 15日（金）

29日（金） 18日（月） 20日（水）

19日（火） 18日（月） 15日（金） 21日（木） 15日（金） 18日（月） 20日（水）

26日（火） 25日（月） 22日（金） 28日（木） 22日（金） 25日（月） 27日（水）

  5・12・
19・26 

4・18・25 1・8・15・
22・29 

  7・14・
21・28 

1・8・15・
22・29 

4・18・25   6・13・
20・27 

1・5・8・
12・15・
19・22・
26・29

4・7・14・18・21・25・28 4・6・7・13・14・
18・20・21・25・
27・28

1・5・6・8・
12・13・15・
19・20・22・
26・27・29

☆飼えない犬・猫の引き取り日のお知らせ
●日時　2月7日（木）・21日（木）11:00～11:30（時間厳守）
●場所　健康センター前

〈注意事項〉犬を登録している方は、鑑札（小判形）を持参してください（保健所の職員が来るまで待っていただくことがあり
ます）。
猫の場合は、必ず麻袋やもみ袋（土のう袋は不可）などの丈夫な袋に入れてください。また、届け出書が必要となり
ますので印鑑をご持参ください。

○不忘・川原子地区のもやせるごみは､毎週水曜日に収集します。
○ごみは、必ず当日の午前８時30分までに集積所に出してください（収集車が回収する時刻に合わせての搬出や前夜出し
はしないでください）。

◎ごみ袋は中身がこぼれないようにしっかり口を結び、簡単に解けないように出してください。テープ止めは禁止です。

◎祝日に伴う収集日の変更について
　大鷹沢・白川・小下倉、鷹巣地区の資源ごみ（びん類）は12日（火）に収集日が変更になります。お間違えのないようご
注意ください。

◎可燃ごみの減量にご協力をお願いします
　日ごろより、ごみの分別・減量にご協力をいただき、誠にありがとうございます。皆さまのご協力により、平成18年度
の家庭から出された可燃ごみの排出量は、平成17年度と比べて0.5％減少しました。また、本年度の家庭から出された可燃
ごみの排出量は前年度と比べて同月比（11月比）で1.3％減少しています。ごみの減量により、焼却費用の軽減と処分場の
延命につながっています。
　可燃ごみ排出量のさらなる削減のため、特に次の点に注意してみてください。
①生ごみは「ギュッ」と水切りしてから出す（可燃ごみの約32％が生ごみです）。
②紙製のお菓子の箱や、メモ用紙、包装紙、レシートなどは資源ごみです（可燃ごみの中に約12％の紙資源ごみが含まれ
ています）。

公立刈田綜合病院紹介公立刈田綜合病院紹介

▲左から田澤医師、安藤技師、真鍋技師

全国画像コンテストで優秀賞と準優秀賞を受賞

▲来庁した上西さん（写真中央）と
　大浦さん（写真左）

月日 時間 対象者 会場

2月6日
（水）

10:00 ～ 簡易課税選択者 宮城県大河原
合同庁舎4階
大会議室13:30 ～ 一般課税者

2月7日
（木）

10:00 ～ 簡易課税選択者 白石市中央
公民館1階
大ホール13:30 ～ 一般課税者

2月8日
（金）

10:00 ～ 簡易課税選択者 角田市市民
センター
2階大ホール13:30 ～ 一般課税者

看護師募集中！　詳しくは、当院総務課人事係まで

犬
・
猫
の
引
き
取
り
が
有
料

に
な
り
ま
す

消
費
税
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び
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方
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税
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書

作
成
・
提
出
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
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※ファミリー・サポート・センターや子育て支援センターなどの子育て情報を22ページに掲載しています。

　きん着袋へ転写デザインをしてみませんか！
●日時　2月27日（水）10:00 ～ 12:00
●講師　佐藤　弘子先生
●参加費　1,000円程度（実費）
●募集定員　16名（申し込み順）
●申込受付開始日　２月５日（火）
※デザイン画定着のため、完成品受
け渡しは後日になります。

今月のおすすめの本■パソコン講習会・アテネ塾

6 情報センター「アテネ」
http：//www.city.shiroishi.miyagi.jp/section/athens/

開館時間　水～日曜日・祝日　9:00～17:00 2月の休館日　4・5・12・13・18・19・25・26日
022-1500　422-1502

●申込締め切り日
2月分：2月3日（日）、3月分：3月5日（水）
※締め切り後でも定員に空きがあれ
ば受講できますので、お問い合わせ

※カードは両施設で即日発行可能
●申し込み方法　アテネ備え付けの
申込用紙で、各締め切り日までにお
申し込みください。はがきやファッ
クスで申し込む場合には①住所、②
氏名、③年代、④連絡先の電話番号、
⑤利用者カード番号、⑥希望コース
名と希望月日を明記してください。
なお、受講料やテキスト代は当日、
１階事務室にお持ちください。
申込書のあて先
〒989-0257　白石市字亘理町37-3

白石市情報センター
※締め切り日に集計し文書で講習日
をお知らせします。定員を超えたコ
ースは抽選などで調整します。
　なお、講師用に受講者名簿（氏名、
年代のみ記入）を作成しますので、
あらかじめご了承くださいますよう
お願いします。

ください。
●会場　アテネ３階会議室（研修室）
●受講資格　市民または市内に通
勤・通学している方で、アテネ・図
書館共用利用者カードをお持ちの方

10 あしたば白石（働く婦人の家）
2月の休館日　4・10・11・18・24日
0・425-5095

　古布を使った干支のネズミのミニ
雛
ひな

を作ってみませんか！
●日時　2月19日（火）10:00 ～ 12:00
●講師　今野　優子先生
●参加費　1,500円程度（実費）
●募集定員　14名（申し込み順）
●申込受付開始日　２月５日（火）
※若干の針作業があります。

一般書

■彰
しょう

義
ぎ

隊
　星　亮一著　三修社
　彰義隊の戦争は初め
から限界があった。残
念ながら、勝利の方程
式はなかった。では、
なんのために戦ったの
か。薩

さっ

長
ちょう

に反発して箱
館までを戦い抜いた旗
本たちの軌跡を追う。
■国会議員村長
　長島　忠美　著　小学館
　震度７の大地震が、
過疎村のリーダーを国
会へ送り出した。共通
の思いは、命の大切さ
を知り、家族の大切さ
を知り、ふるさとの大
切さを知ったこと。最
後の山古志村長の、疾

しっ

風
ぷう

怒
ど

涛
とう

の1,000日の
記録。
■記憶がなくなるまで飲んでも、
　なぜ家にたどり着けるのか？
　川島　隆太・泰羅　雅登　著
　ダイヤモンド社
 脳にとって、酒は百
薬の長なのか？　それ
とも…。酒と脳の関係
を、２人の脳科学者が
楽しく討論し、人の脳
について考える。

■なぜ、めい王星は惑星じゃないの？
　布施　哲治　著　くもん出版
　2006年の夏、惑星で
はなくなっためい王
星。でも、めい王星は
これまでと同じよう
に、太陽の周りを回り
続けています。
　めい王星が惑星から
新しい準惑星というグループになったで
きごとを分かりやすく説明。
■さかさやまのさくらでんせつ
　二宮　由紀子　作　あべ　弘士　絵
　ポプラ社
　「さかさ山の　さく
らは　三国一の　さく
らと　さわがれるよう
になったのは　最近の
こと。三十年前までは
…」さ・し・す・せ・
そがつく言葉で書かれ
た５つのお話を収録。日本語の面白さを
味わう、言葉で遊ぶ本。

●日時　2月23日（土）10:00 ～ 11:30
●場所　図書館文化室（２階）
●定員　20名（申し込み順）
●対象　小学生以上
●内容　小学校低学年向けのやさし
いものを作ります。大人の方もぜひ
ご参加ください。
●申し込み方法　ご来館いただく
か、お電話でお申し込みください。

●テーマ　『片倉家と仙台藩の幕末』
●日時　2月16日（土）14:00 ～ 15:00
●場所　図書館２階文化室

●対象　一般市民など（小学校高学年可）
※申し込み不要。参加ご希望の方は
当日、直接会場にお越しください。

●日時　2月16日（土）までの開館時
間内　※最終日は15:00まで
●場所　２階ホール
●主催　白石市国際交流協会
　ハーストビル市から寄贈いただい
た本は２階郷土資料室に、絵本は１
階子ども読書室にありますので、併
せてご覧ください。

9 図書館 ２月の休館日　1・4・11・18・25日
http://www.city.shiroishi.miyagi.jp/section/toshokan/
開館時間　火・水・金・土曜日　9:00 ～ 17:00
　　　　　木曜日 9:00 ～ 19:00・日曜日 9:00 ～ 16:00026-3004　426-3505

入場無料

白石城の年末年始恒例行事「除夜の鐘を鳴らす会」と｢初日の出を拝む会」

▲家族の無事と繁栄を願って

「おはなしひろば」については、子育
て情報（22ページ）に掲載しています。

２月は休まず開村します
開村時間　9:00～16:00　026-3993

●開催期間　３月３日（月）まで

●開催期間　３月17日（月）まで

　１月２日、こけし村に隣接する小
野宮惟

これ

喬
たか

親王神社（通称こけし神社）
で、恒例のこけしの初挽きを開催し
ました。新年最初のこけしを作った
のは、弥治郎系のこけし工人、佐藤
美奈雄さん。観光客など、たくさん
の人が見守る中、丁寧にこけしを仕
上げていきました。出来上がったこ
けしは、一年の無事と繁栄を願って
神社に奉納されました。

入村無料

7 弥治郎こけし村

●日時　２月３日（日）10:00 ～
●内容　春を迎えるに当たって邪気
や災難を払い、新しい年の福善を願
うため、豆まきを行います。
　節分の会に参加し、一年の無病息
災を祈願しませんか。

●日時　2月22日（金）～ 3月3日（月）
●内容　ひな祭りにちなんだ作品を
展示します。最終日の３月３日（月）
には、図書館読み聞かせボランティ
アの皆さんによる「読み聞かせ会」、
篠
しの

笛
ぶえ

の演奏会を行います。

　12月22日、武家屋敷で恒例となっ
た「冬至の会」を開催しました。

　その年の冬至に合わせて毎年開催
している冬至の会には、約70名の
親子連れなどが訪れました。白石市
食生活推進員会の皆さんの協力によ
り用意された100食の冬至かぼちゃ
を、おいしそうに食べていました。
　また、12月26日には「お正月を
迎える会」を開催。約100名が参加し、
伝統のしめ縄作りを体験したほか、
おいしい年越しそばを食べて新しい
年に備えました。

　年が明けた１月７日には、「七草の
会」を実施。参加者は、新年の無病
息災を願いながら七草がゆを食べ、
お正月料理で疲れた胃を休めました。
　年末から年明けにかけて行われた
一連の催事。参加した皆さんにとっ
て、薄れつつある伝統行事を肌で体
験する貴重な機会となったようです。

■節分の会

8 片倉家中武家屋敷
「旧小関家」

問白石市教育委員会博物館建設準備室
　（中央公民館内）
022-1343・26-2453

こけしの初挽
び

き

▲初挽きを行う佐藤工人

■ひな祭り

武家屋敷恒例行事いろいろ
「冬至の会・お正月を迎える会・七草の会」

▲おいしそうに食べる子どもたち

▲しめ縄作りを体験する参加者

入場無料

家族の健康や大学入試の合格、結婚
など、それぞれの願いを込めて鐘を
打ち鳴らし、荘厳な音が城下に響き
わたっていました。
　また、１月１日には、｢初日の出
を拝む会」が天守閣を無料開放して
行われ、時折雪が舞う中、約30人
の皆さんが登城しました。
　悪天候でしたが、東の空にかかっ
ていた雲が流れだし、そのすき間か
ら今年最初の日の出を拝むことがで
きました。初日の出を拝めた幸運に、
登城した皆さんは「良い年になりま
すように」と手を合わせていました。

　12月31日、白石城本丸内鐘堂で恒
例の「除夜の鐘を鳴らす会」が開催
されました。大みそかは雪が降る悪
天候でしたが、開始から親子連れや
カップルなど、たくさんの人が来場。

参加無料

武家屋敷催事「節分の会」
無料入場券（家族・グループ可）
（ただし、２月３日（日）に限る）

武家屋敷催事「ひな祭り」
無料入場券（家族・グループ可）
（ただし､2月22日（金）～３月３日（月）に限る｡）

パソコン講習会・アテネ塾2月・3月分日程表
コース名 時間 2月 3月 定員 受講料 テキスト代 内容

デジタルカメラコース
（6時間） 9:30 ～ 16:30 2（土） － 10名 1,000円 1,400円 デジタルカメラの基本操作※基礎コース終了程度の方※3日と同内容

デジタルカメラコース
（6時間） 9:30 ～ 16:30 3（日） － 10名 1,000円 1,400円 デジタルカメラの基本操作※基礎コース終了程度の方※2日と同内容

ブログ作成コース
（6時間） 9:30 ～ 16:30 9（土） － 10名 1,000円 1,500円 ブログ作成の基本操作※基礎コース終了程度の方

ホームページ作成コース
（合計12時間） 9:30 ～ 16:30 10（日）～11（祝） － 10名 2,000円 1,900円 ホームページ作成の基本操作

※基礎コース終了程度の方

基礎コース
（3時間） 9:30 ～ 12:30 16（土） － 10名 無料 1,000円 パソコン操作の基礎

インターネット・電子
メール（3時間） 13:30 ～ 16:30 16（土） － 10名 無料 1,000円 インターネット・電子メールの利用の仕方

Excel（グラフ作成）
（6時間） 9:30 ～ 16:30 22（金） － 10名 2,000円 1,449円 Excelでグラフ作成※Excel2003コース終了程度の方

Excel（管理簿作成）
（6時間） 9:30 ～ 16:30 23（土） － 10名 2,000円 1,449円 Excelで管理簿作成※Excel2003コース終了程度の方

Word2003コース
（6時間） 9:30 ～ 16:30 － 8（土） 10名 2,000円 1,000円 ワープロソフトの基本操作※基礎コース終了程度の方

ゆっくりコース
（各6時間） 9:30 ～ 16:30 － 13（木）～

14（金） 10名 2,000円 1,575円 パソコン操作の基礎、インター
ネット・電子メール、デジカメの基礎

Excel2003コース
（6時間） 9:30 ～ 16:30 － 15（土） 10名 2,000円 1,000円 表計算ソフトの基本操作※基礎コース終了程度の方

※基礎コース、インターネット・電子メールコースのテキストは共用です。
※Excel（住所録）コース、Excel（グラフ作成）コース、Excel（管理簿）コースのテキストは共用です。

■雛
ひな

の宴
うたげ

展

■江戸独
こ

楽
ま

展PART2

■「手芸・工芸入門講座①」受講生募集！ ■「手芸・工芸入門講座②」受講生募集！

児童書

図 書 館ひ◆ろ◆ば
おりがみひろば

２月の白石歴史おはなし会

姉妹都市ハーストビル市との交流
写真展



■市内施設のなるほどイベント情報

平成２０年｢新春を寿ぐ市民の集い｣の席上、顕彰状を贈呈！！

5．青っ葉市直売所
①ポーチパーク【１月第３週～12月第４週】
　○販売日時：毎週水・土曜日、9:00～13:00
②本郷店【２月第２週～12月第３週】
　（旧国道113号角田街道踏切そば）
　○販売日時：毎週水曜日、8:30～12:00
③いきいきプラザ【５月第２週～12月第３週】
　○販売日時：毎週土曜日、8:30～12:00
　※5月第2週の土曜日から毎週土曜日の営業となります。

●問い合わせ：菊地　トミ　025-4600

7．バーバ工愛市（クラブいち）
※３月第２週まで休業します。
３月19日（水）から営業しますので、よろしくお願いします。

※白石市農産物直売所連絡協議会加盟店のみ掲載してい
ます。

1．百姓市場
●販売日時：毎週火・日曜日、10:00～13:00
●場　　所：ポーチパーク内ほか
●問い合わせ：佐久間　義昭　025-6836

6．森合や直売所
※4月まで休業します。
5月から営業しますので、よろしくお願いします。

2．馬牛沼産直センター【定休日：毎週月・水・金曜日】
●販売日時：毎週火・木・土・日曜日、10:00 ～ 17:00
●場　　所：国道４号沿い馬牛沼付近
●問い合わせ：馬牛沼産直センター　025-0520

　１月７日、市民の皆さまと新春を祝う恒例の、「新春を寿
ぐ市民の集い」が、パレスリゾート白石蔵王で開催され、昨
年活躍した市民の皆さんへ顕彰状が贈呈されました。
　今回、顕彰状の贈呈を受けたのは、第56回書道学会展
において最高賞である内閣総理大臣賞を受賞した伊藤廣
毅さん（東町在住）。毎日新聞に掲載されている仲畑流万
能川柳において、全国から寄せられた約50万句の中から
2006年の年間大賞を受賞した樫山昭章さん（郡山在住）
のお二人です。
　お二人には、それぞれ風間市長から顕彰状が贈呈され、
出席した400名を超える皆さんから温かい拍手が送られま
した。

8．小原いきいき直売所
※3月まで休業します。
４月から営業しますので、よろしくお願いします。

3．城下広場軽トラ市【毎月第２日曜日開催】
●販売日時：2月10日（日）9:00～12:00
●場　　所：城下広場（旧刈田病院跡）
●問い合わせ：四竈　029-2451、山田　026-1345

4．羽山朝採り市【1月第3週～12月第3週】
●販売日時：毎週土曜日、9:00～12:00
●場　　所：犬卒都婆公会堂前
●問い合わせ：小畑　胖　027-2236

ゆたか

■
仲
畑
流
万
能
川
柳
年
間
大
賞
作
品

「
人
間
の

　
　

評
価
で
は
な
い

　
　
　
　
　
　
　

お
給
料
」

こう

き

てるあき

▲400名を超える出席者の前で顕彰状を送られる伊藤さん

▲完成までに５カ月を要した受賞作品の「若葉」。
大きさが1.2ｍ四方と、文字通り大作です！▲風間市長から顕彰状を送られる樫山さん

しろい
し・フレッシュマーケットだよりしろい
し・フレッシュマーケットだよりしろい
し・フレッシュマーケットだより

しろいし産の新鮮な旬の農作物などの直売所情報を掲載します。

1819

2月の休館日　4・12・18・25日
022-1635　422-1636

「和紙人形作り（おひなさま）」
●日時　2月16日（土）10:00 ～ 11:30
●講師　樋口　洋

よう

画
が

子
こ

氏
●持参する物　ハサミ、のり

●日時　２月23日（土）8:30 ～ 12:00

　宮城県環境保全活動アドバイザー
の樋口洋画子氏がチラシや牛乳パック
などから作成した作品を展示します。
●期間　２月１日（金）～ 29日（金）
9:00 ～16:00（休館日を除く）

4 いきいきプラザ

　雪景色を眺めながら、一服いかが
ですか。心も身体もホッとします。
　初めての方もお気軽にどうぞお越
しください。
●日時　2月3日（日）10:00 ～ 15:00
　　　　（受け付けは14:30まで）
●お茶券　400円

　１月13日、舞台びらきが行われ
ました。風間市長をはじめ関係者が
能舞台に上がり、古典芸能の隆

りゅう

昌
しょう

を
願う「舞台清め式」が行われました。
　その後、定期講座の一つである「高
砂を謡う会」の皆さんの発表会をは
じめ、伝統芸能振興会の各団体の皆
さんが、神楽や謡曲、日本舞踊や箏

そう

曲
きょく

、長
なが

唄
うた

などを次々と披露。昨年
10月から実施している「子供能楽
教室」の子どもたちも、日ごろの練
習の成果を披露しました。

　また、１月20日には新春茶会が
行われました。参加者はおめでたい
雰囲気の中で抹茶をいただきまし
た。また、お正月ということで一献
振る舞われ、ゆったりと初春のお茶
を楽しみました。

1 古典芸能伝承の館
「碧水園」

2月の休館日　4・12・18・25日
0・425-7949

▲「子ども能楽教室」の発表の様子

024-8111　424-8267

●日時　２月17日（日）
●内容　中学生までリフト券（10回券
除く）・レンタル料金50％OFF！

●日時　２月16日（土）
●内容など　リフト１日券、昼食、白
石駅からの送迎付きで2,500円、レンタ
ル料金50％OFF（定員50名）
※小学生対象のスキー教室です。

●日時　２月６日（水）
●内容など　リフト１日券、昼食、ケー
キセット、白石駅からの送迎付きで
3,500円

●日時　２月13日、27日
　　　　（いずれも水曜日）
●内容など　リフト１日券、昼食、ケー
キセット、白石駅からの送迎付きで
3,500円
※各教室の詳細については、白石ス
キー場までお問い合わせください。

2 白石スキー場

■スキー子供の日
ふれあいプラザ事務室
022-6025　422-6027
男女共同参画相談支援センター
022-6035　422-6037
ファミリー・サポート・センター　0・425-5488
開館時間　8:30～17:15
（土・日・祝日　10:00～16:00）

　ＤＶ（配偶者間の暴力）やセクハ
ラ、ストーカーで悩んでいません
か？　電話での相談もできます。
相談は無料、秘密は守ります

　専門の相談員による相談は月・水・
金曜日の9:00 ～17:00です（緊急時
はこの限りではありません）。
●場所　ふれあいプラザ（字本町27）

●日時　2月13日、3月5日・12日（い
ずれも水曜日）、14:00 ～ 16:00
●場所　ふれあいプラザ研修室（2階）
●講師　高木　裕

ひろ

樹
き

先生（カウンセラー）
●募集定員　30名（申し込み順）
●申込受付開始日　２月４日（月）

3 土・日・祝も開館しています！

ふれあいプラザ

2月の休館日　3・10・11・17・24日
開館時間　13:00～21:00
0・425-3720

　あなたの健康管理やスキルアップ
に、料理を取り入れてみませんか？
●日時　２月19日（火）19:00 ～
●講師　栄養士　伊藤　伸子先生
●内容　「魚を使ったお手軽料理」
●受講料　500円（材料代）
●募集人数　10名（申し込み順）

　４回の入門コースとして「おりが
み絞り」や「型染め」で作成します。
●日時　２月21・28日、３月６・13日
（いずれも木曜日）19:00 ～
●講師　草木染め工房『野乃色』
　　　　染色家　柴田　真理子先生
●参加費　3,850円（４回分材料代）
●募集人数　15名（申し込み順）
●準備物
　裁縫道具、
軍手、家庭用
ゴム手袋
●申し込み方法
ご来館または
電話、Ｅメー
ルでお申し込
みください（受付時間13:00～ 21:00、
休館日を除く）。
●Ｅメールアドレス
kinro@city.shiroishi.miyagi.jp

5 働く若者をバックアップ

ALTA shiroishi
（勤労青少年ホーム）

▲まずは一献！　お正月気分満点

１月の碧水園は、新春の情緒たっ
ぷりでした!!

参加無料

武家屋敷催事「節分の会」
無料入場券（家族・グループ可）

武家屋敷催事「ひな祭り」
無料入場券（家族・グループ可）

■レディーススキー教室（要予約）

■シルバースキー教室（要予約）

■ちびっ子スキー教室（要予約）

■如
きさらぎ

月の碧水園茶会【方円流煎
せん

茶席】

■男女共同参画相談支援センター

■定期リサイクル教室（定員10名）

■フリーマーケット（第４土曜日）

■リサイクル作品展示

■「料理教室」受講生募集

■「草木染め教室」受講生募集

■「男と女の人間関係講座」受講生募集！
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白 石 市 立小原小学校・小原中学校

　市内の各中学校では、学習指導要領のねらいを受けて「子どもたちの生きる力をはぐくむ」さまざまな教育活動
を行い、特色ある学校づくりを進めています。
　「教育のひろば」では、家庭・学校・地域がお互いを理解するとともに、同じ目的に向かって協力し合える姿を
目指し、教育活動の紹介を行っています。今月は、平成20年度から本市で初めての小規模特認校となる小原小学校、
小原中学校です。

　児童・生徒が通学する学校は、住んでいる市町村の教育委員会が
指定する小学校・中学校と決まっています。
　しかし、特認校制度を採用することにより、本人の希望があれば、ど
この市町村内からでも就学を認める制度です。ただし、教育活動に賛
同、協力し、1年以上通学することが条件で、通学は保護者の負担と
責任で行っていただきます。
　小原小学校と小原中学校は、小中併設校としての利点を生かし、平
成20年度から特認校に指定され、新たなスタートを切ることになり
ました。
　募集期間は2月4日（月）から22日（金）までです（年度途中での転
入学も可能です）。
●小規模特認校とは
　市町村教育委員会が地域の事情に応じて指定できる学校選択制
の一つ。学校選択制はほかに、市町村内のどの学校でも就学できる
自由選択制など4種類があります。1990年代に各地で導入され、平
成16年度の文部科学省の調査によると、小規模特認校制を導入し
ているのは全国で小学校が74自治体、中学校は22自治体となって
います。

■住　所：白石市小原字伊勢原道上1番地 小原小学校　029-2026　429-2057　http://www.obara-e.myswan.ne.jp/
小原中学校　029-2027　429-2078　http://www.obara-j.myswan.ne.jp/

●白石市小原地区特認校制度について

－個性を大切に、小・中一貫的な教育活動を目指して－
　豊かな自然環境、地域の教育環境に恵まれた小規模の小・中学校
の特長を生かし、きめ細かな指導と一人ひとりの子どもの個性を大
切にした教育活動を展開します。
　また、小中学校の交流や合同行事も多く、9年間の一貫的教育を
目指します。

－きめ細かな児童・生徒の学習体制－
①通年での専科教員指導　小学校5・6年生の体育、3・4・5・6年生の
音楽

②単元での専科教員指導　小学校6年生の国語、算数、理科、社会
　※7～8時間、必要な項目について指導
③小学校各学年での専科教員指導　年間9時間の各学年における
英語活動

④中学生と共に学ぶ活動　中学校の総合的な学習の時間、選択教
科への小学生の参加

　私たちの学校は小さな学校ですが、みんな仲が良く、全員が心を
一つにして「世界に輝ける学校」を目指して頑張っています。
　学校行事では、
一人で何役も仕事
をしなければなら
ないこともあります
が、パワー全開で一
人ひとりがまぶしい
くらいに輝く活動を
しています。

●私たちと一緒に勉強してみませんか!!

「
小
原
の
宝
は
教
育
力
!
」

小
原
中
学
校　

高
橋　

松
五
郎
校
長

　

小
原
に
は
豊
か
な
自
然
と
文
化

が
あ
り
、地
域
の
教
育
力
も
し
っ
か

り
し
て
い
ま
す
。学
校
の
施
設
･
設

備
も
充
実
し
て
お
り
、伝
統
と
し
て

受
け
継
い
で
き
た
素
晴
ら
し
い
学
校

文
化
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
恵
ま
れ
た
環
境
の
中

で
、小
規
模
校
の
利
点
を
生
か
し
て
、学
力
向
上
の
面
で
も
、心

を
は
ぐ
く
む
面
で
も
、「
一
人
ひ
と
り
を
確
実
に
伸
ば
す
教
育
活

動
」を
行
っ
て
い
ま
す
。昨
年
10
月
に
姉
妹
都
市
の
海
老
名
市
か

ら
来
校
し
た
2
名
の
中
学
生
も
、帰
り
た
く
な
い
と
大
感
激
し

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、豊
か
な
学
び
の
で
き
る
こ
の
学
校
こ
そ
、自
分

を
伸
ば
せ
る
学
校
だ
、小
原
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
学
び
た

い
、そ
ん
な
真
剣
な
思
い
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
に
、こ
の
学
校
で

学
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

「
子
ど
も
た
ち
の
力
を
伸
ば
し
ま
す
!
」

小
原
小
学
校　

大
曽
根　

良
憲
校
長

　

少
人
数
学
習
の
た
め
、児
童一人
ひ

と
り
が
み
ん
な
主
役
で
あ
り
、き
め

細
や
か
な
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、小
学
校
の
こ
ろ
か
ら
中
学

校
で
の
学
び
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
で
、中
学
校
生
活
に
不

安
で
は
な
く
、希
望
が
持
て
ま
す
。

　

さ
ら
に
、と
て
も
優
し
い
子
ど
も
た
ち
が
、年
齢
の
枠
を
超
え

て
活
動
を
す
る
と
こ
ろ
に
も
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、中
学
校
の
教
師
に
よ
る
授
業
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
は
、

そ
の
専
門
性
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
、教
科
ご
と
に
学
習
の
厚

み
も
で
て
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
豊
か
な
学
び
の
環
境
の
中
で
、小
原
の
子
ど
も

た
ち
と
仲
良
く
優
し
い
心
で
育
ち
合
う
子
ど
も
た
ち
に
来
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

▲児童、生徒、教職員全員で温かくお迎えします

▲

中
学
校
教
師
と
担
任
教
師
に
よ
る

小
学
生
へ
の
算
数
の
指
導

2021

輝いています。今のあなた

進活動を行っている個人または団体
●助成金額　年間助成費の予算の範
囲内で個別に審査し、決定します。
ただし、１件当たりの助成額は、事
業に要した経費（自己負担分）の２
分の１以内を限度額とします。
※ほかに市からの補助金などを受け
ている事業は該当しません。
●申請・問い合わせ先
（財）白石市文化体育振興財団事務局
（生涯学習課内）　022-1327
※申請用紙は、事務局（市庁舎２階）
に備え付けています。

●募集期間　2月1日（金）～ 29日（金）
●助成対象事業　４月１日（火）から
９月30日（火）までに実施予定の、
次に該当する事業
①歴史文化研究伝承事業
②青少年交流事業
③スポーツ交流事業
④情報化推進事業
⑤そのほか、趣旨に添う事業
※②③は対外交流や市全体の交流を
主としたものに限ります。
●申請者の資格　原則として市内に
居住し、文化・スポーツ・情報化推

●職種・定員　①パート介護士、②
食事ボランティア（各５名程度）
●従事時間（①②共通）
6:30 ～8:30および17:30 ～19:30
※いずれか一方でも結構です。
●時給（①のみ支給）　750円
●応募資格　①のみヘルパー２級以
上の資格が必要です。
●選考　①のみ書類審査・面接を実施
●応募方法　市販の履歴書（写真を
張り付けたもの）を持参または郵送
してください。
●受付開始日　２月４日（月）
●応募・問い合わせ先
〒989-0276　白石市大手町2-1
介護老人保健施設　清風　022-2110
※常勤介護士・看護師を併せて募集
しています。詳細はハローワークの
求人をご覧ください。

●採用人員　１名
●応募資格　市内在住の満55歳か
ら64歳までの健康な方
●勤務場所　白石城および武家屋敷
●勤務内容　施設の管理･清掃･案内
●勤務形態　１日８時間（冬期間は
７時間）、隔週勤務（７日間勤務し、
翌７日間は休み）
●待遇　週給４万円（冬期間は３万
５千円）、社会保険や退職金、通勤
手当などの手当なし
※詳しくは、事務局までお問い合わ
せください。
●面接日など　申し込み受け付け後、
ご連絡します。
●申し込み方法　履歴書を財団事務
局（市庁舎２階生涯学習課内）に提
出してください。
●申込受付期間・時間
2月12日（火）～ 22日（金）8:30 ～ 17:00
※土・日曜日を除きます。
●申し込み・問い合わせ先
（財）白石市文化体育振興財団事務局
（生涯学習課内）  022-1327

　平成20年４月１日から「放課後児
童クラブ」に入る児童を募集します。
　「放課後児童クラブ」は、放課後、
保護者や保護者に代わる方が仕事な
どで家庭にいない、小学生のための
クラブです。集団遊びや行事などに
参加し、友達づくりをしながら児童
の健全育成を図ります。
●対象児童　保護者の就労などのた
め、昼間家庭において保護を受ける
ことのできない、市内の小学校に通
学する児童
●定員　第一・第二児童館各60名
●利用手続き　利用申請書を児童館
から受け取り、所要事項を記入して
提出してください。
●提出書類　放課後児童クラブ利用
申請書や就業証明書など
※就業などの状況を確認する書類を

（財）白石市文化体育振興財団
嘱託職員募集白石キャピタルオペレーション基金助成対象事業募集

介護老人保健施設清風
パート・ボランティア募集

児童館でお渡しします。
●申込書配布開始日　2月5日（火）
●受付期間　2月20日（水）～ 29日（金）
●受付時間　月～土の9:30 ～18:00
●利用時間
・学校課業日（月～金）は、授業終
了後から18時まで

・学校休業日（土曜日、臨時休業日、
長期の休みなど）は、8時30分か
ら18時まで（弁当持参のこと）

●利用料　月額2,000円
※事情により減額または免除となる
制度があります。
●休館日　日曜日、祝日、12月29
日～翌年１月３日、そのほか児童館
運営上必要な日
●申し込み・問い合わせ先
第一児童館　025-7070
第二児童館　025-3875

「放課後児童クラブ」入館児童募集

　ワード、エクセル、パワーポイン
トの基本操作を習得します。
●開催期間　2月18日（月）～3月19日（水）
※土・日・祝日を除く21日間
●時間　9:10 ～12:10
●場所　仙南地域職業訓練センター

（柴田郡柴田町船岡照内1-9）
●対象　パソコン初心者の方

●定員　20人（応募多数時は抽選）
●受講料　13,000円（テキスト代を含む）
●申し込み方法　電話またはファック
スで当センターにお申し込みください。
●申込締め切り日　2月12日（火）
●申し込み・問い合わせ先
仙南地域職業訓練センター
00224-57-1501　40224-55-2250

パソコン入門講座受講者募集



虫歯を予防しよう！

む

し

歯

な

い
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全員集合

　虫歯は食生活習慣病です。甘い

物をだらだら食べたり、飲んだり

していると虫歯になりやすくなり

ます。規則正しい食生活と仕上げ

歯磨きで虫歯を予防しましょう！

　虫歯ができてしまったら治療し

なければ治りません。特に子ども

の虫歯は進行が早いので早めに

治療することが大切です。

0 22－1362

2223

●お子さんとお母さんの健康診査と相談　（場所：健康センター）

内容
分月3分月2

受付時間
月日 対象者 月日 対象者

4カ月児健康診査 2月27日（水） 平成19年10月生まれ 3月26日（水） 平成19年11月生まれ 13:00～13:10

6カ月児育児相談 2月29日（金） 平成19年 8月生まれ 3月28日（金） 平成19年 9月生まれ 9:20～ 9:30

1歳６カ月児健康診査 2月28日（木） 平成18年 7月生まれ 3月27日（木） 平成18年 8月生まれ 13:00～13:10

2歳6カ月児

親子歯科健康診査
2月29日（金） 平成17年 8月生まれ 3月28日（金） 平成17年 9月生まれ 13:00～13:10

3歳6カ月児健康診査 2月26日（火） 平成16年 8月生まれ 3月25日（火） 平成16年 9月生まれ 13:00～13:10

乳幼児相談 2月 7日（木） 
乳幼児～未就学児のお子さんと

その家族の方が対象 
3月 6日（木） 

乳幼児～未就学児のお子さんと

その家族の方が対象 
9:15～ 9:45

妊婦歯科健康診査
2月12日（火）

上記の日程で「妊婦さんと赤ちゃんのサロン」と合わせて行います。

※「乳幼児健康診査」は個人に通知しませんので、広報しろいしをご覧の上、母子健康手帳・問診票・バスタオルを持参しておいでください。
　また、当日、都合の悪い場合は翌月に受診できますので、ご連絡ください。
※「2歳6カ月児親子歯科健康診査」には家で使用しているお子さんの歯ブラシを持参してください。

●子育てサロン　（場所：健康センター）

ンロサ間時付受日　月容　　　　　内

講師の先生と共に子育てについてのお話をしながらゆったりと過ごすサロンです。

子育てに興味・関心のある方ならどなたでも参加できます。

2月15日（金）
9：30～ 10：00～11： 00

3月14日（金）

※毎月１回実施します。託児も行っていますので、希望する方は事前に予約してください。

12月の３歳６カ月児健康診査で
虫歯のなかったお子さんです。
ずっと健康な歯でいてね！

●妊婦さんと赤ちゃんのサロン　（場所：健康センター）

ンロサ間時付受日　月容　　　　　内

助産師とお話をしながら過ごすサロンです。妊婦さん、4カ月児健康診査前の

お子さんとその家族の方が対象です。希望により個別相談もできます。

2月12日（火）
9:20～ 10：00～11：00

3月11日（火）

※母子健康手帳は、健康推進課窓口で随時交付しています（開庁日の8:30～17:15）。

〈しろいしファミリー・サポート・センターの仕組み〉

ファミリー・サポートセンター

アドバイザー

提供会員依頼会員

①
援
助
依
頼
申し

込
み

⑤
活
動
報
告
書
提
出

②
援
助
依
頼

③活動開始

④活動終了・活動報告書作成・報酬の授受

はい、提供会員さんに
連絡してみましょう。
明日の何時からですか？

①会員の佐藤です。
　明日、子どもを
　見てほしいのですが…

②高橋さん、明日９時から
　佐藤さんのお子さんを
　みていただけませんか？

はい、大丈夫ですよ！

※会員登録後、依頼会員と
　提供会員の事前顔合わせ
　をしておきます。

　毎回好評をいただいているおはな

しひろば。２月も元気に開催します。

　寒い季節、心温まるお話に親子お

そろいで耳を傾けてみてはいかがで

しょうか。

●日時　２月14日（木）

●時間　11:00および15:15の２回

※毎月第２木曜日開催

●場所　図書館1階子ども読書室

●内容　紙芝居や絵本の読み聞かせ

0 26-3004

2月のおはなしひろば

　入会金・年会費は必要ありません。

●依頼会員　子育てのお手伝いをし

てほしい方

●提供会員　子どもを預かったり、

送迎したりできる方

●両方会員　依頼会員と提供会員の

両方を兼ねる方

　万一の事故に備え、会員はファミ

リー・サポート・センター補償保険

に加入します。市で加入しますので、

個人負担はありません。

ファミリー・サポート・センター

■ファミサポ会員随時募集中！

※２人目（兄弟・姉妹）からは１時

間当たり250円になります。なお、

料金の授受は、会員同士で行ってい

ただきます。

　市内に在住・通勤している方であ

れば、どなたでも会員登録できます。

依頼会員が子どもの預かりなどを依

頼する場合、その理由は問いません。

（ふれあいプラザ内）

0・4 25-5488

受付時間　月～金9:00～17:00

　昨年12月19日、ふれあいプラザ

でファミリー・サポート・センター

と子育て支援センター共催のクリス

マス会を開催し、たくさんの親子に

参加いただきました。

　会場中央に設けられたステージで

は、ファミサポ提供会員によるクリ

スマスのお話や絵本の読み聞かせの

ほか、参加者がグループごとに分か

れて輪唱、体操、寸劇、手話を交え

ながらの歌の発表などが行われまし

た。クリスマス一色に染まった会場

で、親子一緒に楽しいひとときを過

ごしました。

クリスマス会を開催しました！

▲会の終わりにはサンタさんも登場！

地域子育て支援センター
「あいあい」

（ふれあいプラザ内）

0 22-6025・ 4 22-6027

開館日　月～金　8:30 ～ 17:15

（南保育園３階）

0 26-2586・ 4 26-2917

　各会場とも、本年度最後の開催に

なります。今回は、『大きくなったね』

をテーマに、お別れ会を行います。

たくさんの方のご参加をお待ちして

います。

●開催日および会場

・２月19日（火）　大平公民館

・３月５日（水）　斎川公民館

●時間　9:30 ～11:30

※参加を希望される方は、直接会場

にお越しください。

　産後１年半くらいまでのママを対

象にヨーガ教室を開催しています。

次回は３月です。お楽しみに！

※各事業の詳細は、ふれあいプラザ

内子育て支援センターにお問い合わ

せください。

■「あいあい広場」を開催します！

参加無料

■ママのための『ヨーガ教室』

▲楽しく遊ぶ参加者たち

あなたもファミサポ会員になりませんか？
私たちは地域ぐるみであなたの子育てを応援します！
　現在、しろいしファミリー・サポート・センターでは、500名を超える会員

さんたちが、一つの家族のように助け合って活動しています。

　地域の皆さまと共に白石の宝である子どもたちの健やかな育成を図り、心

に余裕を持った育児ができるように家庭を応援する、子育て支援事業です。

大　宮　海　斗 くん

佐　藤　大　翔 くん

西　谷　由　奈 ちゃん

我　妻　諄　哉 くん

大　沼　萌　恵 ちゃん

後　藤　　　廉 くん

長谷川　愛　羅 ちゃん

衣　川　泰　樹 くん

半　澤　梨　佳 ちゃん

皆　川　智　大 くん

亀　岡　裕　太 くん

高　橋　　　優 ちゃん

伊　藤　桃　花 ちゃん

櫻　井　菜々子 ちゃん

佐　藤　美　咲 ちゃん

日　下　美　鈴 ちゃん

永　井　慎　也 くん

菊　地　大　紀 くん

一　條　冴　樹 くん

八　島　奏　悟 くん

大　野　聖　司 くん

山　田　航　大 くん

島　貫　由莉香 ちゃん

山　家　翔　太 くん

渡　邉　　　賢 くん

子ども一人につき１時間の基準額

昼間（7:00～19:00）

早朝（7:00以前）

夜間（19:00以降）

500円

携帯電話相談（担当：子ども家庭課）
携帯電話のメールで子育て相談ができます。
●メールアドレス　kodomo@city.shiroishi.miyagi.jp
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健康ひろば健康ひろば ※問い合わせ先
健康推進課　022-1362
（健康センター内）

生活習慣病
予防のための ヘルシークッキング

2425

そこが知りたい
国保・老人保健

国保の保険証の有効期限が平
成20年3月31日になったのは

どうしてですか?

退職被保険者証を含む、現在
の国民健康保険被保険者証

（保険証）については、4月1日から
個人ごとのカード化を予定している
ため、今回に限り有効期限を3月31
日までの半年間としています。
　保険証をカード化する理由は、加
入している皆さんの使いやすさを高
めることが一番の理由ですが、4月1
日から始まる「後期高齢者医療制度」
と「退職者医療制度の改正」にも対
応する必要があるため、この時期に
合わせてカード化することになりま
した。
　なお、原則として、3月末までに新し
い保険証を世帯主あてに郵送する予
定ですので、よろしくお願いします。

問健康推進課
　国民健康保険係・老人保健係
　☎22−1362

●休日当番医・調剤薬局
月日 内科 外科 調剤薬局 歯科

2月 3日 梅津内科医院
☎24－3571 

公立刈田綜合病院
☎25－2145 

フジ薬局
☎24－3355 

白
石
市
歯
科
休
日
診
療
所（
健
康
セ
ン
タ
ー
２
階
）　

☎
２
５
︱
４
７
４
４

2月10日 引地泌尿器科内科クリニック
☎26－2823 

公立刈田綜合病院
☎25－2145 

さんた薬局
☎26－3376 

2月11日 塚本内科消化器科
☎26－1026 

さたけ整形外科（蔵王町円田）
☎33－4855 

二幸薬局
☎25－5105 

2月17日 やまきクリニック
☎26－3888 

公立刈田綜合病院
☎25－2145 

うさぎ薬局
☎26－3557 

2月24日 佐藤医院（蔵王町宮）
☎32－2002 

こまつ外科・内科クリニック
☎22－2115 

四ツ目屋薬局（蔵王町宮）
☎32－3360 

けやき薬局白石店
☎26－1160 

3月 2日 柿崎小児科
☎25－2210 

公立刈田綜合病院
☎25－2145 

菅野薬局
☎26－2211 

3月 9日 内方医院（蔵王町宮）
☎32－2101 

公立刈田綜合病院
☎25－2145 

にしうら薬局（蔵王町宮）
☎32－3020 

●歯周病検診のお知らせ

歯を失う原因になっている虫歯と歯周病疾患の予防と早期発見のために「歯周病検診」を実施しています。
対象者の方には通知していますが、まだ検診していない方は、受診されますようご案内します。
・対 象 者　平成20年4月1日までに下記の年齢となる方
　　　　　　30歳・35歳・40歳・45歳・50歳・55歳・60歳・65歳・70歳
・受診場所　市内および蔵王町の歯科医院
・受診期間　2月28日（木）まで
・料　　金　500円（ただし、70歳の方は無料となります）

●「向き合おう　自分の体　自分の生活」

　平成20年2月1日〜7日は生活習慣病予防週間です。本市では、生活習慣病にかか
わりの深い脳血管疾患や、心疾患の死亡率が全体の25%を占めています。生活習慣
病を予防するためには、定期的な運動習慣、正しい食生活、禁煙、定期的な健康診
査が大切です。予防週間を機会に自分の生活習慣を振り返ってみましょう。

●献血へのご協力ありがとうございました

12月：東北電力 11名、白石女子高等学校 11名
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ら
食
道
を
穿せ

ん

刺し

し
胃
・
小
腸
へ

栄
養
チ
ュ
ー
ブ
を
留
置
す
る
方

法
。
超
音
波
や
透
視
を
使
用
し

て
造
設
が
可
能
。）
が
１
９
９
８

年
日
本
で
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
方
法
は
造
設
直
後
に
抜
け

て
し
ま
っ
た
場
合
の
腹
膜
炎
の

危
険
性
が
な
く
、
侵し

ん

襲し
ゅ
う

性
も
比

較
的
小
さ
く
、
経
験
上
、
安
全

性
の
面
に
つ
い
て
は
Ｐ
Ｅ
Ｇ
と

同
等
か
そ
れ
以
上
の
印
象
で
す

（
経
路
が
長
い
た
め
、
交
換
や
日

常
の
管
理
の
簡
便
性
は
Ｐ
Ｅ
Ｇ

の
方
が
優
れ
て
い
ま
す
が
）。
し

か
し
、
Ｐ
Ｔ
Ｅ
Ｇ
は
２
０
０
５

年
12
月
に
「
認
可
承
認
時
の
問

題
？
」
と
の
こ
と
で
、
臨
床
の

現
場
と
は
関
係
な
く
保
険
適
応

か
ら
除
外
さ
れ
ま
し
た
。
取
り

残
さ
れ
た
既
に
造
設
さ
れ
た
患

者
や
、
こ
れ
か
ら
必
要
と
な
る

患
者
の
た
め
に
治
験
が
開
始
さ

れ
、
再
認
可
待
ち
の
状
態
で
す
。

Ｐ
Ｅ
Ｇ
、
Ｐ
Ｔ
Ｅ
Ｇ
と
も
に
開

腹
術
に
よ
ら
ず
に
栄
養
を
確
保

で
き
、
適
応
を
慎
重
に
検
討
す

る
こ
と
で
、
家
族
と
過
ご
す
時

間
を
長
く
す
る
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
。

●こころの保健事業　（場所：健康センター）

事業名 対象者 内容 相談日時

こころの相談
（精神保健福祉相談）心の健康問題を抱える人およびその家族 精神科医による個別相談

2月 5日（火） 9:30〜12:00

3月 4日（火） 9:30〜12:00

もの忘れ相談
（認知症相談） もの忘れや認知症の方およびその介護で悩む方々 精神科医による個別相談

2月20日（水）13:00〜15:00

3月19日（水）13:00〜15:00

※相談を受ける方は、事前に予約が必要です。ご利用の方は健康推進課（☎22-1362）にお問い合わせください。

●仙南保健福祉事務所からのお知らせ　（場所：仙南保健福祉事務所）� ◎印は、相談員によるカウンセリングのみ

事業名 対象者 内容 相談日時

アルコール専門相談 アルコールの問題を抱えている本人および
その家族 精神科医や相談員による個別相談 ◎ 2月  1日（金）

3月  7日（金）
13:00〜15:00
13:00〜15:00

思春期・ひきこもり
専門相談

思春期の心の問題を抱えた本人および
その家族や関係者、ひきこもりの状態の本人
およびその家族や関係者

精神科医による相談や診察および
相談員によるカウンセリング

◎

◎

2月  8日（金）
2月22日（金）
3月14日（金）
3月28日（金）

13:00〜15:00
13:00〜15:00
13:00〜15:00
13:00〜15:00

※相談を受けたい方は事前予約が必要です。ご利用の方は仙南保健福祉事務所・母子障害班（☎0224-53-3132）にお問い合わせください。

「
Ｐ
Ｅ
Ｇ（
経
皮
的
胃
ろ
う
造
設
術
）

と
Ｐ
Ｔ
Ｅ
Ｇ（
経
皮
経
食
道
胃
管

挿
入
術
）に
つ
い
て
」

大泉記念病院

八巻　孝史

Ｑ.

Ａ.

エネルギー298kcal／たんぱく質10.7g／塩分�0.7g

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
白
石

白
石
地
区
の
皆
さ
ん

〈
作
り
方
〉

❶
卵
を
と
き
ほ
ぐ
す
。ボ
ー

ル
に
ご
は
ん
を
入
れ
と
き

ほ
ぐ
し
た
卵
を
加
え
混
ぜ

合
わ
せ
る
。

❷
❶
に
長
ネ
ギ
の
み
じ
ん
切

り
、し
ら
す
干
し
、紅
し
ょ

う
が
、削
り
節
を
加
え
混

ぜ
合
わ
せ
る
。

❸
フ
ラ
イ
パ
ン
を
熱
し
油
を

入
れ
、❷
を
入
れ
て
フ
ラ

イ
パ
ン
全
体
に
平
ら
に
な

ら
し
た
ら
、ふ
た
を
し
て

弱
火
で
3
分
ほ
ど
焼
く
。

裏
返
し
て
同
じ
よ
う
に
焼

き
、か
り
っ
と
し
た
と
こ

ろ
で
火
を
止
め
る
。

❹
人
数
分
に
切
り
分
け
、マ

ヨ
ネ
ー
ズ
と
ソ
ー
ス
を
ト

ッ
ピ
ン
グ
す
る
。

ごはん	 300g
卵	 2個
しらす干し	 20g
長ネギ	 1本
紅しょうが	 適宜
削り節	 適宜
サラダ油	 大さじ1
マヨネーズ	 適宜
ソース	 適宜

材料（６人分）

ごはんdeお好み焼き
おやつにおすすめ。
トッピングは
好きなものを
どうぞ!

●平成１９年度母子父子家庭等特別相談実施のお知らせ　（場所：仙南保健福祉事務所）

事業名 対象者 内容 相談日時 

母子父子家庭等
特別相談 

生活上での諸問題を抱えている
母子父子家庭などの方々 弁護士による個別相談 2月20日（水） 13：00〜14：00 

※相談を受けたい方は事前予約が必要です。ご利用の方は仙南保健福祉事務所・母子障害班（☎0224-53-3132）にお問い合わせください。
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■人口　39,040人（前月比）－4人　　■世帯数

■出生件数：20件　死亡件数：29件　めんこ印贈呈該当婚姻数：8組

19,095 19,945 13,849
※住民基本台帳から
　12月31日現在

（12月1日～ 31日）

市内の交通事故
事故発生件数 94件 （801件）
死 亡 者 数 0人 （1人）
負 傷 者 数 18人 （203人）
物 損 件 数 81件 （641件）

市内のシートベルト
着用率（運転席）

1月4日　10:20～10:35　94.8％
（舞鶴会館前交差点）

12/1～12/31
（　）は累計

2月の定例相談会
相談種別 相談日時・会場

人権擁護 2月15日（金）　10:00～15:00市庁舎2階　第2会議室

行 政 2月15日（金）　10:00～15:00市庁舎2階　第2会議室

税 務

電話での相談のみとなります。国税に
関するご相談は、仙台国税局・電話相
談センターまでお問い合わせください。
（0022-221-3007または0022-783-7842）

社会保険

本年度から２カ月に一度の開催
となりました。
来月は、3月14日（金）
9:10～ 15:30に開催

無料法律 2月15日（金）　10:00～15:00市庁舎5階　第3委員会室

農 家 2月8日（金）　10:00～12:00農林振興センター

精神保健 2月5日（火）　 9:30～12:00
健康センター（要予約022-1362）

もの忘れ 2月20日（水）　13:00～15:00健康センター（要予約022-1362）

障 害 者 2月13・27日（水）　13:00～15:00福祉プラザやまぶき

補 聴 器
巡 回
サービス

（リオン）
2月7日（木）･20日（水）　13:00 ～ 14:00
（ワイデックス）
2月26日（火）　13:00 ～ 14:00
市庁舎１階　東側和室

母子寡婦 随時（仙南保健福祉事務所）（00224-53-3132）

　生活基盤の整備や福祉事業などの
ため、次の方々からご寄付をいただき
ました。紙上からお礼申し上げます。
羽田宗雄氏、理容・美容業スマイリ
ンググループ代表　真壁太郎氏、黒
澤淳雄氏、ＮＥＣインフロンティア
東北（株）代表取締役社長　加登達也
氏、太宰雄一郎氏、鈴木恒秋氏

　紙上から
礼申し上げますお

全を考える｣
●主催　宮城県白石工業高等学校、
宮城県建築士会白石刈田支部、白石市
●申し込み方法　電話またはファッ
クスで、２月12日（火）まで氏名・
人数を下記までご連絡ください。
・宮城県白石工業高等学校
　025-3240　425-1476
・建設課建築住宅係　022-1326
※市民講座を出前します。自治会ま
たは自主防災組織単位でご相談くだ
さい。
問建設課建築住宅係　022-1326

　現代は、こころの健康を保つこと
が難しい時代といわれます。
　では、こころの健康を保つために、
どんなことに気を付ければ良いので
しょう。長年、精神科医療に携わっ
てきたお医者さんが、分かりやすく
お話しします。
●日時　2月13日（水）10:00 ～ 11:30
●場所　健康センター大会議室（2階）
●テーマ　うつ病と自殺予防につい
て～早期のうつ状態に気づく方法と
その対応～
●講師
宮城県精神保健福祉センター所長　
白
しら

澤
さわ

　英
ひで

勝
かつ

　医師
※申し込みは必要ありません。当日、
直接会場へおいでください。
問健康推進課　022-1362

　給料、残業、休暇など、あなたの
悩みを解決します。誰でもお気軽に
ご相談ください。
　個人情報は厳守しますので、ご心
配はありません。
【相談ダイヤル】
●日時　２月14日（木）～ 17日（日）
　　　　9:00 ～17:00
●フリーダイヤル　!0120-154-052
【無料相談会】
　アドバイザーとの面接による無料
相談です。
●日時　２月16日（土）～ 17日（日）
　　　　9:00 ～17:00
●場所　連合宮城事務所内
（仙台市青葉区本町2－12－7　ハー
ネル仙台７階）
問連合宮城仙南地協　佐竹
00224-52-4774

元気なぼくらの冬まつり
　　　～寒さなんかに負けないぞ～
　来場者には漏れなくすてきなプレ
ゼントがあります。
●日時　2月24日（日）9:30 ～ 15:00
●場所　中央公民館（全室）
●内容　ステージコーナー、展示物
コーナー、遊び体験コーナー、将棋
コーナー、わんこうーめん大会など
●主催　宮城県教育委員会、仙南２
市７町教育委員会
●主管　仙南青年文化祭実行委員会
問中央公民館　026-2453・22-1343

●日時　3月16日（日）10:00 ～ 14:00
●場所　壽

す

丸
まる

屋敷（大広間）
●内容
①白石市図書館読み聞かせボラン
ティアによる読み聞かせ
②｢ままのいや｣の皆さんによるピ
アノ演奏と歌
曲目：白石在住の菊池嘉雄先生作曲
の｢桃の節句」や｢こけしの里｣、
「蔵王を仰いで｣などです。
【｢ままのいや｣：仙南地区で音楽活
動をしている女性３名のグループ】
③おひなまつり膳

ぜん

　『ギャラリー喫茶蔵
くらら

楽』のひな膳
をサービスします。
●会費　子ども（小学生まで）：無料
　　　　大人：300円
●募集定員　60名（子ども・大人）
●申込締め切り日　３月７日（金）
●主催　白石まちづくり（株）
※未就学児の皆さんは、必ず大人同
伴でご参加ください。
●申し込み、問い合わせ先
白石まちづくり（株）
025-6054　425-6227

　昭和53年の宮城県沖地震より30年
が経過し、国の地震調査委員会が公
表した「宮城県沖地震の長期評価」
では、今後30年以内に99％の確率で
震度６弱以上の揺れに見舞われる大
規模地震が発生する恐れがあると予
測されています。いつ来るか分から
ない地震の被害は建物だけではなく、
火災や家具・ブロック塀の転倒など
によりけがをする可能性もあります。
　そこで、今後起こりうる大規模地
震に対し、防災の基礎的な知識を身
に付け、安心・安全な住環境を考え
る上で、地震対策や防災意識の向上
を図る必要があります。
　今回の市民講座では、学校・建築
士・行政から分かりやすく住宅の耐
震診断・耐震補強方法、さらにブロッ
ク塀の補強や家具の固定方法などの
地震防災について説明し、建物に関
する相談も受け付けます。
　この機会に地震防災について考え
てみませんか？
●日時　2月16日（土）10:00 ～ 12:00
●場所　宮城県白石工業高等学校
●テーマ　「地震防災と住まいの安

～白石刈田地区の歯科訪問診療の
 現状と課題～
　障害のため、施設入所や在宅での
寝たきり生活を余儀なくされている
皆さんのために、歯科医が往診して
いることをご存じですか？
●日時　3月7日（金）18:00 ～ 20:00
●場所　しんきんホール
　　　　（仙南信用金庫本店３階）
●対象者　どなたでも参加できます。
●講師　千

ち

木
ぎ

良
ら

デンタルクリニック
院長　千木良　尚

ひさ

志
し

氏
●主催　仙南地域医療対策委員会、
白石刈田支部委員会歯科部会
問健康推進課　022-1362

　　  修会「死ぬまで口から食べよう」
　　　　のご案内研

　税理士法に基づき、社会奉仕活動
の一環として、小規模な事業者など
のために相談会を開催します。
●日時　2月23日（土）10:00 ～ 15:00
●場所　各税理士事務所
※前日までにご連絡ください。
●内容　所得税の確定申告や消費税
などの税務相談、確定申告の作成指導
●主催　東北税理士会大河原支部
問内海孝税理士事務所
　00224-27-2488

　介護での悩みや苦労をみんなで話
し合ってみませんか。
　家族同士の励まし合いや助け合い
が大きな力になります。
●日時　2月19日（火）13:30 ～ 15:00
●場所　介護予防センター
●対象　どなたでも参加できます。
●内容　座談会
●参加費　100円（資料代など）
●申し込み・問い合わせ先
介護老人保健施設 清風　022-2110
地域包括支援センター（福岡蔵本字
茶園62-1）　022-1361

こころの　　  康づくり講演会健 連合宮城「なんでも　　  働相談ダイヤル」
と｢無料相談会｣ 労

　下記の通り講習会を開催しますの
で、皆さん、ぜひご参加ください。
●日時　２月14日（木）19:00 ～
●場所　市庁舎大会議室（４階）
●内容
講話「管内の交通事故について」
講師　白石警察署員（予定）
●申込締め切り日　２月８日（金）
●申し込み・問い合わせ先
白石地区交通安全協会白石支部
（生活環境課内）　022-1314

入場無料

▲お墓から発見された管玉

市民講座
　　　｢地　　  防災と住まいの安全を考える｣震

仙南青年　　  化祭 in 白石文 第3回白石城下　　  らべまつりわ

　　  理士記念日無料税務相談会税

認　　  症高齢者家族のつどい知

　県道の改良工事に伴う、大鷹沢三
沢字坂端の和尚堂遺跡の発掘調査
で、たくさんの弥生土器、石器と共に、
お墓の跡が２つ発見されました。
　長さが60cmと80cmの楕

だ

円
えん

形
けい

をした
お墓からは、死者と共に埋葬された
管
くだ

玉
だま

も見つかりました。
　このほか、発掘調査では弥生時代
に埋没した川の跡や生活道具などを
含む地層が発見されたほか、当時の
植物が腐らずに残っていた地層も発
見されました。

弥生時代のお墓を発見
和尚堂遺跡の発掘調査成果

安全　　  転者講習会運

▲

２
０
０
４
年
新
潟
県
中
越
地
震
に
よ
っ
て
被
害
を
受

け
た
家
屋

▲昨年のおまつりでは、全員で楽しく｢大
きな古時計｣を熱唱しました！

入場無料

▲ＮＥＣインフロンティア東北（株）加登社
長（右）より保育事業に寄付いただきました。



28再生紙と、植物性大豆油インキを使用し、環境に
優しい水なし印刷方式を採用しています。

がまちの

会社訪問
わがまちの

会社訪問

白石第一小学校

アルタ白石

至角田市至福島市

至仙台市

至
七
ヶ
宿
町

至大河原町至東白石駅

至白石駅

白
石

川 川

斎

旧
国
道
４
号

アツギ白石（株）白石川
サッカー公園福岡中学校

宮城レース（株）

白石ポリテックス
工業（株）

文

文

案内略図 〔住所〕 白石市郡山字西堀35-6
　　　 0 25-8851 
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市の木「ブナ」 市の花「ヤマブキ」 市の鳥「ウグイス」

介護保険料（６期）、国民健康保険税（８期）の納期です２月は

大資さん、愛由美さ
んご夫妻の長男（緑

が丘）

パパからひとこと
健康第一！

優しい子になってね。

ママからひとこと
笑顔が一番♥

伸び伸び育ってね。

H20.2

石川　怜旺くん※わが家のアイドルを募集中！
　詳しくは総務課広報広聴係
　（022-1331）へ

「
倉
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　仕事などでお忙しい方、ぜひご利用ください。
●日時　２月27日（水）･２月28日（木）、17:30～19:30（市税は17:30～20:00）
●場所　市庁舎１階　収納管理室ほか

畑中　杏奈さん
（大平小・６年）

顕微鏡で観察する友達

●ＤＶ・セクハラ相談
毎週月･水･金　9:00～17:00
男女共同参画相談支援センター（ふれあいプラザ内）
※電話相談も実施しています。　☎22-6035

●家庭児童相談
毎週月～金　8:30～16:00
総合福祉センター　☎22-1400

●青少年相談
毎週月･火･木･金　8:30～16:30
市庁舎４階　青少年相談センター　☎22-1342（内線445）

●消費生活相談
毎週月･水･金　9:00～16:00
消費生活相談室（いきいきプラザ内）　☎22-0783

●いじめ相談（アイライン）
Eメール　i-line@city.shiroishi.miyagi.jp　【24時間受け付け】
※電話相談も実施しています。（毎週月～金　8:30～16:30）
いじめ問題等対策室（教育委員会内）　☎22-1350

「しろいし安心メール」の登録方法
「shiro-i@posh.jp」あてに空メールを送信して、案内に従ってご登録ください。
二次元バーコード対応携帯電話をお持ちの方は、下のバーコードをご利用ください。

れ　 お

「夜間収納総合窓口」開設（市で取り扱うすべての税金・料金の納入）

　婦人服などに多く見られる布地の
ひだ「プリーツ」。わがまちに世界ブ
ランドを支えるプリーツ加工工場が
あることを皆さんはご存じでしょう
か。市内郡山にある白石ポリテックス
工業株式会社は、昭和42年の操業
開始以来、自慢のプリーツ加工技術

を武器に、長きにわたり全国へ質の高い製品を発信してきました。繊細かつ
表現力豊かな製品は、業界の高い評価を受けており、「ＩＳＳＥＹ ＭＩＹＡＫＥ（イ
ッセイミヤケ）」などの世界的ブランドにも製品を供給してます。同工場に、
生産に当たっての意気込みを伺いました。
●主力製品や生産方針について教えてください。
　当工場は、昭和42年にプリーツ加工工場として設立され、40年以上にわ
たって技術の蓄積と品質向上に取り組んできました。「良い製品を作り（開
発し）、全国へ発信する。」これは、私たちの信念であり、誇りです。長い間に
蓄積された技術は、メーカーの求める複雑なプリーツデザインにも十分対

応できるものとなっています。1992年の
バルセロナオリンピックでは、リトアニア選
手団のコスチュームにも採用されました。
　布を対象にしたものづくりですので、き
め細やかな配慮が必要です。裁断、加工、
検品と、それぞれの部門で社員が機械や
自身の目を相手に頑張っています。私も含
め、全員が布に携わるこの仕事が好きなん
です。そして「良いものを作る」という統一

心が、高品質製品を生み出す原動力となっています。これからも、真心を込
めた、オリジナリティーあふれる製品を作っていきたいと思います。ぜひ一
度、私たち自慢の製品をご覧いただきたいと思います。
●地域とのかかわりについて、どのようにお考えですか？
　当工場では設立以来、地元雇用に力を注いできました。勤続20年、30年
という方もたくさんいます。白石は、自然が豊かで安心して住むことができ、
また、交通の便の良さは東北でも１，２を争う素晴らしいまちだと思います。
これからも、地域に密着した
企業として、生産に取り組ん
でいきたいと思います。
●市民の皆さんへの
　メッセージをどうぞ！
　私たちはこれまで、皆さん
のご協力の下に生産に取り組
むことができました。市民の
皆さんに深く感謝しますとと
もに、これからも社員一丸と
なって生産に取り組んでいき
ますので、温かく見守ってい
ただければと思います。

世界ブランドを支える熟練のプリーツ加工技術
白石ポリテックス工業株式会社

■会社データ
●設　　立
●従業者数

●事業内容

昭和42年４月
90名
（平成20年１月現在）
婦人服製造加工・
プリーツ加工

▲92年バルセロナオリンピックのリトア
ニア選手団のコスチューム（写真左）
とＩＳＳＥＹ ＭＩＹＡＫＥの婦人服

あん   な


